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　七夕の飾り付けをする泗水
幼稚園の園児たちです。短冊に
は「えほんがいっぱいほしい」
や「かめんライダーになりた
い」などのかわいい願いが込め
られました。
　園内に７月下旬まで飾られ
ています。
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嘱託員（区長）名簿

平成20年度の後期高齢者医療
保険料額が決定しました！

夏との上手な付き合い方
（健康だより）

「菊池市国民健康保険人間
ドック」を受付中です

市有財産（土地）を
公売します

菊池市職員採用試験

第5回韓国映画祭ｉｎきくち



●平成 20年度区長（嘱託員）協議会役員が決定しました
　５月 10日（金）に菊池市文化会館で全体区長会議があり、施政方針
の説明や各課からのお知らせ、質疑応答などがありました。また、菊池
市区長協議会総会で、今年度の事業計画・予算などが承認され、各役員
が決定しました。会長は岩根弘司さん（旭志区長会長）、副会長は石原
國博さん（菊池区長会長）、園木洋二さん（七城区長会長）、泉田洋祐さ
ん（泗水区長会長）です。なお、理事＝○理、書記兼会計＝○書、監事＝○監

の各役員は氏名横記載のとおりです。

区　名 氏　名 ヨミガナ 区　名 氏　名 ヨミガナ 区　名 氏　名 ヨミガナ

上　町 久保　房儀 クボ
フサヨシ 日生野 緒方　勝義 オガタ

カツヨシ 伊　倉 城　　紀子 ジョウ
ノリコ

中　町 中嶋　　稔 ナカシマ
ミノル 下　組 原　君登茂 ハラ

キミトモ 道　園 池上　勝德 イケガミ
カツノリ

下　町 中野　　男 ナカノ
ユキオ 長　六 森上　幹雄 モリガミ

ミキオ 金　峰 越猪　秀明 オオイ
ヒデアキ

切　明 原川　通治 ハラカワ
ミチハル 岩　平 福田　　臣 フクダ

ユキオミ 生　味 吉田　捷一○理 ヨシダ
ショウイチ

迎　町 江島　邦彥 エジマ
クニヒコ 塚　原 元村　敏治 モトムラ

トシハル 木佐木 木佐木　夫 キサキ
ユキオ

中央通 小池　征一 コイケ
セイイチ 伊牟田 田村　一弘 タムラ

カズヒロ 滝黒仁田 田中由美子 タナカ
ユミコ

横　町 奥村　正文 オクムラ
マサフミ 古　川 後藤　　昇 ゴトウ

ノボル 上西寺 西口　特攻 ニシグチ
トクコウ

立　町 井上　石根○理 イノウエ
セキネ 立　門 宇野木昭吾 ウノキ

ショウゴ 中西寺 櫨川　孝博 ハゼカワ
タカヒロ

正院町 針　　鐵男○理 ハリ
テツオ 戸　城 園田　浩二 ソノダ

コウジ 下西寺 光永　照男 ミツナガ
テルオ

栄　町 緒方　　利 オガタ
ユキトシ 永　山 井上　弘一 イノウエ

ヒロカズ 辻 堤　　公司 ツツミ
コウシ

西正観寺 荒木破魔雄 アラキ
ハマオ 伊　野 上田　𠮷政 ウエダ

ヨシマサ 南古閑 田村　泰誠 タムラ
タイセイ

東正観寺 菊川　大東 キクカワ
ダイトウ 木　護 内田　辰博 ウチダ

タツヒロ 北古閑 工藤　冨雄 クドウ
トミオ

亘 田島　　宏 タシマ
シゲヒロ 柏 仲光　利正 ナカミツ

トシマサ 野間口 石原　國博 イシハラ
クニヒロ

築　地 辻　　憲治 ツジ
ケンジ 鉾の甲 山口勇二郎 ヤマグチ

ユウジロウ 神　来 髙山　秀則 コウヤマ
ヒデノリ

片　角 東　　一廣 ヒガシ
カズヒロ 杉　生 土山　興男 ツチヤマ

ヨシオ 大琳寺 本田　隆一 ホンダ
リュウイチ

北　原 髙木　俊郎 タカキ
トシロウ 寺小野 松山　榮夫 マツヤマ

ヒデオ 北　宮 北野　繁雄 キタノ
シゲオ

立　石 中津　賢吾 ナカツ
ケンゴ 染　土 原田　輝雄 ハラダ

テルオ 深　川 吉田　　稔 ヨシダ
ミノル

袈裟尾 奥田　惟臣 オクダ
イシン 長　野 廣瀨　元計 ヒロセ

モトカズ 村　田 菊川　洋一 キクガワ
ヨウイチ

玉祥寺 佐々　維新 サッサ
イシン 龍門１ 大矢野正三 オオヤノ

ショウゾウ 上長田 関　　昭範 セキ
アキノリ

高野瀬 池邉　省　 イケベ
セイキ 雪　野 有働　憲典○理 ウドウ

ケンスケ 下長田 中𠩤　　繁 ナカハラ
シゲル

遊蛇口 頼本　栄治 ヨリモト
エイジ 小　木 小川　信幸 オガワ

ノブユキ 大　塚 佐藤　紘一 サトウ
コウイチ

稗　方 村上　重　 ムラカミ
シゲユキ 鳳　来 原本　寿英 ハラモト

トシヒデ 東　原 松田　宏之 マツダ
ヒロユキ

堀　切 河津　英輔 カワツ
エイスケ 穴　川 緒方　　等 オガタ

ヒトシ 上出田 水元　征雄 ミズモト
セイオ

神　鶴 藤江　良一 フジエ
ヨシカズ 西迫間 髙宗　勝正 タカムネ

カツマサ 下出田 東　征二郎 ヒガシ
セイジロウ

菊池松島 松永　　鎭 マツナガ
マモル 七　坪 村上　靖裕 ムラカミ

ヤスヒロ 植古閑 田中　健也 タナカ
ケンヤ

日　向 二階堂英夫 ニカイドウ
ヒデオ 市野瀬 岩永　光義 イワナガ

ミツヨシ 広　瀬 菅　　宣行 スガ
ノブユキ

柿木平 池田　　清 イケダ
キヨシ 中野瀬 岡本　幸博 オカモト

ユキヒロ 木柑子 黒田　洋祐 クロダ
ヨウスケ

中　原 原川　定泰 ハラカワ
サダヤス 東迫間 松茂　幸一 マツモ

コウイチ 花房台 池邉　義一 イケベ
ヨシカズ

藤　田 岩木　　重 イワキ
ノリシゲ 太　田 渡邊　勝也 ワタナベ

カツヤ 今 内田　光弘 ウチダ
ミツヒロ

上木庭 東　　　臣 ヒガシ
コウシン 戸豊水 倉永政二郎 クラナガ

セイジロウ 甲森北 小池眞珠夫 コイケ
マスオ

下木庭 山田　晃司 ヤマダ
コウジ 大　柿 中村　時春 ナカムラ

トキハル 乙森北 久冨貴正光 クブキ
マサミツ

菊池佐野 外村　國敏 ホカムラ
クニトシ 菊池平野 德渕　敏弘 トクブチ

トシヒロ 上古閑 内田　聰行 ウチダ
トシユキ

鍋　倉 中川　一喜 ナカガワ
カズキ 茂藤里 赤星　千昭 アカホシ

チアキ 上赤星 中本　　徹 ナカモト
トオル

原細永 原　　公臣 ハラ
コウシン 篠　倉 有田　征二 アリタ

セイジ 下赤星 吉野　博臣○理 ヨシノ
ヒロオミ

平成20年度嘱託員（区長）名簿各区の嘱託員（区長）さんを紹介します（敬称略）

●菊池区長（102人）

区　名 氏　名 ヨミガナ

山　崎 石本　利治 イシモト
トシハル

上水次 山田　　博○理 ヤマダ
ヒロシ

下水次 廣松　卓春 ヒロマツ
タカハル

岡　田 斉藤　　護 サイトウ
マモル

流　川 德永賢一郎 トクナガ
ケンイチロウ

辺　田 福嶋　秀雄 フクシマ
ヒデオ

荒　牧 前田　孝博○監 マエダ
タカヒロ

高　田 中嶋　正博 ナカシマ
マサヒロ

台 藤本　至誠 フジモト
シセイ

瀬戸口 古荘　孝博 フルショウ
タカヒロ

甲佐町 工藤　和廣 クドウ
カズヒロ

新古閑 中島　祐一 ナカシマ
ユウイチ

清　水 村田　俊一 ムラタ
シュンイチ

宮　園 長尾　　寛 ナガオ
ヒロシ

菰　入 本山　正和 モトヤマ
マサカズ

戸田島 島田　俊朗 シマダ
トシロウ

七城田中 前田　茂雄 マエダ
シゲオ

本　村 赤星　光範 アカホシ
ミツノリ

加　恵 米田　隆生 ヨネダ
リュウセイ

五　海 加惠　一男 カエ
カズオ

西　郷 増永　文應○理 マスナガ
フミオ

羽根木 赤星　幸成 アカホシ
コウセイ

蟹　穴 小池　祐生 コイケ
ユウセイ

間　所 園木　洋二 ソノキ
ヨウジ

岩　瀬 矢島　浩二 ヤジマ
コウジ

前　川 原　　誠一 ハラ
セイイチ

板　井 原　　大和 ハラ
タイワ

梶　迫 井　　和俊 イトウ
カズトシ

林　原 増永　誠治 マスナガ
セイジ

元　村 牧　　建生 マキ
ケンセイ

新　村 渡辺　信利 ワタナベ
ノブトシ

打　越 德永　惇之 トクナガ
ジュンシ

内　島 緒方　宣治 オガタ
ノブハル

小野崎 岡本　勇一 オカモト
ユウイチ

七城松島 松本　隆幸 マツモト
タカユキ

上橋田 西田　雄二 ニシダ
ユウジ

下橋田 宮﨑　隆弘 ミヤザキ
タカヒロ

大　尺 冨永　正𠮷○理 トミナガ
マサヨシ

区　名 氏　名 ヨミガナ

小　川 水上　景一 ミズカミ
ケイイチ

姫　井 水上　安幸 ミズカミ
ヤスユキ

九の峰 原　　勝馬 ハラ
カツマ

楠　原 水上　英德○書 ミズカミ
ヒデノリ

岩　本 岩根　弘司 イワネ
ヒロジ

伊　萩 安武　吉郎 ヤスタケ
キチロウ

北桜ケ水 牛島　敏行○理 ウシジマ
トシユキ

南桜ケ水 牛島　　宏 ウシジマ
ヒロシ

湯　舟 村上　伸一 ムラカミ
シンイチ

高　柳 出口　浩二 デグチ
コウジ

平 上野　照雄 ウエノ
テルオ

小　原 東　　幹雄 ヒガシ
ミキオ

津　留 森　　秀隆 モリ
ヒデタカ

妻　越 山田　信幸 ヤマダ
ノブユキ

大　迫 松永　末廣 マツナガ
スエヒロ

高　永 大賀　明二○理 オオガ
メイジ

伊　坂 田中　幸廣 タナカ
ユキヒロ

片川瀬 有田　一祐 アリタ
カズヒロ

尾　足 桐原　集藏○理 キリハラ
シュウゾウ

川　上 清水　昭榮 シミズ
ショウエイ

川　下 青木　悦朗 アオキ
エツロウ

出　分 坂本　英介 サカモト
エイスケ

川辺南 中山　和子 ナカヤマ
カズコ

あさひが
丘 宇都宮　誠 ウツノミヤ

マコト

区　名 氏　名 ヨミガナ

富出分 小笠原隆夫 オガサワラ
タカオ

富の原中央 園田　　穰 ソノダ
ミノル

富の原台 西村　光宏 ニシムラ
ミツヒロ

富の原東 小山　武麿 オヤマ
タケマロ

富の原北 前田　芳郎 マエダ
ヨシロウ

富の原一 坂本　皓一 サカモト
コウイチ

富の原西 梁池　隆夫 ヤナチ
タカオ

朝日団地 渡邉　郁夫 ワタナベ
イクオ

竹の下 若山　卓夫 ワカヤマ
タクオ

久米二 五丁　義昭 ゴチョウ
ヨシアキ

久米一 上村　芳一 ウエムラ
ヨシカズ

高江出分 緒方　　悟 オガタ
サトル

高　江 古川　幸夫 フルカワ
ユキオ

上高江 金森　光男○理 カナモリ
ミツオ

薬　師 古荘　重 フルショウ
シゲノリ

福本二 松山　　巖 マツヤマ
イワオ

福本一 村上　信幸 ムラカミ
ノブユキ

田　吹 藤原　光男 フジワラ
ミツオ

三万田 坂本貴美廣 サカモト
キミヒロ

田島一 野村　賢一 ノムラ
ケンイチ

田島二 松岡　誠也 マツオカ
セイヤ

猪の目 田中　末喜 タナカ
スエキ

岡 松岡　一敎 マツオカ
カズノリ

泗水平野 小川　國導 オガワ
クニミチ

井戸方 磯田　文夫 イソダ
フミオ

糠　泉 泉田　洋祐 イズミダ
ヨウスケ

泗水佐野 安武　哲之 ヤスタケ
テツユキ

桜山一 池田　陽子 イケダ
ヨウコ

桜山二 佐々　德雄 サッサ
トクオ

桜山三 渡辺　　勉 ワタナベ
ツトム

桜山四 持丸　大作 モチマル
ダイサク

桜山五 松岡　智團 マツオカ
チダン

桜山六 松尾　正人 マツオ
マサト

桜山七 佐美三信雄○監 サミソウ
ノブオ

桜山八 中本　精通 ナカモト
ヨシミチ

桜山九 菅𠩤　義則 スガワラ
ヨシノリ

区　名 氏　名 ヨミガナ

飛　熊 植島　隆博 ウエジマ
タカヒロ

上住吉 髙木　義正 タカキ
ヨシマサ

南住吉 宇野木数文 ウノキ
カズフミ

北住吉 山下　正義 ヤマシタ
マサヨシ

富　納 西　　陽一 ニシ
ヨウイチ

永 田代　紀男○理 タシロ
ノリオ

永　南 松山　末幸 マツヤマ
スエユキ

永出分 宮本　健一 ミヤモト
ケンイチ

村　吉 今田不二夫 イマダ
フジオ

富 福岡　敬生○理 フクオカ
ケイオ

泗水田中 松岡　誠貴 マツオカ
セイキ

●七城区長（38人）

●泗水区長（47人）

●旭志区長（24人）

問い合わせ先
菊池区長　本庁総務課　☎（25）7111　　　　　　　　七城区長　七城総合支所総務振興課　☎（25）1000
旭志区長　旭志総合支所総務振興課　☎（37）3111　　泗水区長　泗水総合支所総務振興課　☎（38）2112

左から、石原副会長、岩根会長、園木副会長、泉田副会長
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TOPICS 平成20年度の後期高齢者
医療保険料額が決定しました！
　平成 20年度の正式な保険料額が決定したので、７月上旬に保険料額決定通知書をお送りします。
　なお、これまで加入していた保険の種類などによって、保険料の支払い方法や納付の時期などが異
なりますのでご注意ください。

◆保険料の納付方法
○年金からの差引きによる納付（特別徴収）
　・・・年金が年額 18万円以上の人
○納付書や口座振替による納付（普通徴収）
　・・・年金が年額 18万円未満の人、介護保
険料と合わせた保険料額が、年間の年金受給
額の２分の１を超える人

◆被保険者別の保険料の納付時期

（例１）　熊本　太郎さんの場合
•平成 19 年９月末で国民健康保
険に加入
•年金が年額 18万円以上

年金からの差引による納付（特別
徴収）となり、平成 20 年４月か
ら保険料を納めます

（例２）　菊池　梅子さんの場合
•平成 19 年９月末で国民健康保
険に加入
•年金が年額 18 万円未満（また
は介護保険料と合わせた保険料
額が年間の年金受給額の２分の
１を超える）

納付書や口座振替による納付（普通徴収）とな
り、平成 20年７月から保険料を納めます

（例３） 広域 一郎さんの場合
•平成 19 年 10 月以降に 75
歳になる人のうち国民健康
保険に加入していた（また
は社会保険の被保険者本人
だった）
•年金が年額 18万円以上

平成 20年７月～９月の間は納付書や口座振替に
よる納付（普通徴収）となりますが、平成 20年
10 月からは年金からの差引による納付（特別徴
収）となります

（例４） 健康 松子さんの場合
•平成 19 年 10 月以降に 75
歳になる人のうち国民健康
保険に加入していた（また
は社会保険の被保険者本人
だった）
•年金が年額 18万円未満
•介護保険料と合わせた保険料額が年間年金受給
額の２分の１を超える

納付書や口座振替による納付（普通徴収）となり、
平成 20年７月から保険料を納めます

（例５）　連合　吉男さんの場合
•息子さんや娘さんなどの社会保険などの被扶養

者だった
•年金が年額 18万円以上

年金からの差引による納付（特別徴
収）となり、平成 20 年 10 月から
保険料を納めます
※平成 20 年４月～９月までの保険

料の負担はありません

（例６）　推進　花子さんの場合
•息子さんや娘さんなどの社会保険などの被扶養
者だった
•年金が年額 18万円未満
•介護保険料と合わせた保険料額が年間の年金受
給額の２分の１を超える

納付書や口座振替による納付
（普通徴収）となり、平成 20
年 10月から保険料を納めます
※平成 20年４月～９月までの
保険料の負担はありません

◆保険料の納期

特別徴収

１期 ２期 ３期
年間
６期

４月 ６月 ８月
４期 ５期 ６期
10月 12月 ２月

普通徴収

１期 ２期 ３期 ４期
年間
８期

７月 ８月 ９月 10月
５期 ６期 ７期 ８期
11月 12月 １月 ２月

　旭志伊萩地区に新しく弘法大師堂が完成し、落成式
がありました。以前より同地区にあったお堂が老朽化
により雨漏りなどが発生していたため、新築されたも
のです。
　その際、本尊を移動させようとしたところ、古くなっ
たお堂から明治時代の普請（ふしん）記録が書かれた
板が見つかりました。その場に立ち会った区民から以
前のお堂を新築したときの記録ではないかとの意見が
でたことから、早速、市教育委員会が調査。しかし、
明治時代の記録ではあるものの、新築の記録ではなく
改築の記録のようだとの判断でした。
　見つかった普請記録板は本尊上に設置されました。

　水源地区にある「きくちふるさと水源交流館」で、
地元区民やNPO法人きらり水源村のメンバーな
どが手作りの結婚披露宴を行いました。新郎となっ
たのは、平成 17年から 18年にかけ同交流館で、
「国際中期ワークキャンプ」のリーダーとして活躍
していた尾崎嘉洋さんです。
　尾崎さんは東京在住で、ボランティア活動で知
り合ったオーストラリア人の新婦のアメリアさん
と今年２月に結婚。お世話になった水源村のメン
バーに結婚の報告をしたいと申し出たところ、同
メンバーと地元区民などが、会場設営から羽織袴
や着物、手作り料理までを準備し、２人を歓迎し
ました。披露宴には約 40 人が参加し、地元の皆
さんは「我が子や孫をもてなすような気持ちでし
た。自分のことのようにうれしかったです」と話
されました。

　NPO法人きらり水源村は、地域に残る伝統文化や生活技術、豊かな森と水に囲まれた自然を「子どもや孫、そのまた孫
に！」を合言葉に、かつての学び舎（旧菊池東中学校跡地 =きくちふるさと水源交流館）を拠点にした『地域づくり』『グリー
ンツーリズム推進』『次代の担い手づくり』を通じて、持続可能な社会モデルを広く世界に発信し続けています。

水源地区の区民などが手作りの結婚披露宴

本尊上に設置された普請記録板

　今年秋の第 63回国民体育大会「おおいた国体ボート競技
会」開催を前に、広瀬勝貞大分県知事が菊池市を訪れ、福村
市長に「いよいよ開催間近となりました。おもてなしの心で
大会を成功させたいと思っています。どうぞ、ご協力をお願
いします」とあいさつしました。
　おおいた国体は「ここから未来へ　新たな一歩」をスロー
ガンに、今年９月 27日（土）に大分市で開会式が行われ、ボー
ト競技会は 10月３日（金）～６日（月）の４日間、竜門ダ
ムの菊池市斑蛇口湖ボート場で行われます。全国からたくさ
んの選手・監督や観客が菊池市を訪れます。市民の皆さんの
温かいおもてなしと応援をお願いします。
●競技種目　成年男子舵手つきフォア（５人乗り）、ダブル
スカル（２人乗り）、シングルスカル（１人乗り）など全
12種目

広
ひろせ

瀬勝
かつさだ

貞大分県知事が菊池市長を訪問

福村市長（左）を訪問した広瀬知事（右）

羽織袴、着物姿の２人を囲む地元区民の皆さん

旭志伊萩区で弘
こうぼうだいしどう

法大師堂が
新築

5/2
（金）

5/13（火）

4/1（火）

問い合わせ先　健康推進課国保・医療給付係、各総合支所民生課
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5/31
（土）

北京五輪セーリング49er級日本代表
牧野幸雄選手が市長を表敬訪問

三万田地区クリーンセンターの
竣工式・施設見学会

　泗水町亀尾に、農業集落排水処理施設が完成し、関係者約
40人が出席して竣工式が行われました。
　この施設は、生活雑排水などの汚水を適正に処理し、住民
の生活環境の向上と農業用用排水の水質保全、併せて河川な
どの公共用水域の水質保全に寄与することを目的として、平
成 16年度から事業に着手し平成 20年 3月末に完成したも
のです。式典終了後には、施設見学会もあり、多くの住民の
皆さんが見学されました。
　施設利用予定の皆さんは、早期に下水道への接続をお願い
します。接続工事は、菊池市排水設備指定店に依頼してくだ
さい。
問い合わせ先　下水道課、泗水総合支所建設課

三万田地区クリーンセン
ターであった式典（上）と
終了後に行われた施設見学
会（左）

茨木幸子さんに感謝状
　茨木幸子さん（　
上町）に、社団法人
全日本着物コンサ
ルタント協会認定
の「装道礼法きもの
学院」から感謝状が
贈られました。茨木
さんは菊池市勤労青
少年ホームの開館以
来、教養講座の「着
物着装教室」の講師
として、装道礼法を
教えています。今回
はその永年にわたる
功績が評価されたも
のです。

　茨木さんは「一人でも多くの人に日本の文化でも
ある着物の良さを伝えたいです。これからの季節は
浴衣の着付けも行っていきます」と話されました。
●着物着付け教室
　毎週水曜日の午後７時～午後９時に菊池市勤労青
少年ホームで開催中。問い合わせ・申し込みは、同
ホーム（☎ 24-1044 ※受付時間は平日の午後３時
30分～午後９時）まで。

感謝状を手にする茨木さん

子ども料理教室
～ひとりでできるもん♪～

　子ども料理教室が旭志公民館で開催されました。こ
の教室は、子どもたちに包丁の持ち方やご飯の炊き
方、野菜の切り方などの調理の基本を自ら体験しても
らい、生きる力を育むことを目的としています。市内
の小学校から 26人が集まり、慣れない手つきで包丁
を持ちながら、一生懸命に調理していました。
　参加した子どもたちは「自分で作った料理は美味し
かったです。お家でもお手伝いをしたいし、また参加
したいです」などと話してくれました。

慣れない手つきで包丁を持つ子ども

菊池市老人クラブ連合会が
ボランティア清掃

　菊池市老人クラブ連合会（菊川忠一会長）の会員約 50
人が、爽やかな五月晴れの中、日頃からよく利用している
菊池老人福祉センター（高野瀬区）の、ボランティア清掃
を行いました。
　毎年この時期に行われているもので、日頃の感謝を込め
て、慣れた手つきで同センター敷地内の除草や樹木の剪定、
消毒などを約１時間かけて行いました。清掃後は新緑が映
えて、すっきりとした景観となり、利用者の皆さんにも気
持ちよく利用していただけるようになりました。ありがと
うございました。

菊池老人福祉センターでボランティア清掃する会員

　セーリングの 49er 級北京五輪日本代表に選ばれた泗水町出身の
牧野幸雄選手が、ヨーロッパ遠征などの合間を縫って福村市長を表
敬訪問しました。身長 184 センチメートルと長身の牧野選手が市
長室を訪れると、福村市長が「おかえりなさい」と出迎え、牧野選
手は「日本代表として熊本の代表として誇りを持って胸を張って頑
張ってきたいです。いい結果を持って爽やかなニュースを届けます。
金メダルを目指して頑張ってきます」と力強く抱負を話されました。
　牧野選手は７月上旬に現地で合宿し、７月末には選手村入りし、
８月 10日からの大会で金メダルを目指します。皆さんの応援をお
願いします。
●セーリング競技　牧野選手が出場する「セーリング 49er 級」は、シドニーオリンピックから採用されたクラスで、ダブ
ルトラピーズ艇という２人乗りの船で決められたマーク（地点）を回り、いかに早くゴールするかを競います。船に対しセー
ル面積が大きいのが特徴で、バランスを取るのが難しく“海のＦ１”と呼ばれる程スピードがでます。
　競技は、合図に合わせてスタートラインをフルスピードで切れるようにタイミングを合わせてスタートし、コースを上下

に２周します。ヨットは風に対し走ることのできない
角度や、スピードの出る角度があるため、うまく操作
して早く帆走させることと、マークまでのコース取り
が重要になってきます。海は場所により、風速、風向、
波質、潮が異なります。それらの変化を予測しコース
を引きます。相手との駆け引きだけではなく、自然と
の駆け引きがあります。
　１レースは約 30分です。北京オリンピックでは、
６日間（８月 10 日～ 15 日）で 15 レースを行い、
上位チームが８月 17日に開催されるメダルレースに
進出します。

大会へ向けての抱負を語る牧野選手（左）

5/30
（金）

5/24
（土）

ダブルトラピーズ艇（左）とコース図（右）

　熊本県乾しいたけ品評会表彰式が熊本市であり、中
村高明さん（　　杉生）が「700gの部」で特等賞を
受賞しました。県内からの出品数（700gの部 79点、
大箱の部 62点）の中での栄誉です。また、出品数が
多い市町村に送られる団体賞は、今年も菊池市が受賞
しました。併せて第47回農林水産祭の表彰も行われ、
こちらも中村さんが農林水産大臣賞を受賞しました。
　受賞者代表謝辞の中で中村さんは「本日の受賞を励
みとして、今後ともしいたけ栽培技術の研鑽に努めた
いです」と述べられました。受賞、おめでとうござい
ます。

　消防団泗水方面隊で消防操法大会の予選会がありまし
た。泗水グラウンドで行われた大会では、出場した22チー
ムの選手たちが、連日にわたる訓練の成果を発揮しました。
７月 27日（日）開催の菊池市支部消防操法大会に出場す
るチームは、次のとおりです。
小型ポンプの部　第 22 分団２部１班（北住吉）、第 24
分団２部１班（高江・高江出分）、第 21分団２部１班（永）

　操法大会は、火災のいかなる状況下においても安全確実
かつ迅速に任務を遂行し、技術の練磨と部隊としての連帯
を体得するために毎年行われています。

受賞者代表謝辞を述べる中村さん

泗水グラウンドで行われた泗水方面隊の予選会

5/14（水）
○菊

5/18
（日）

消防団泗水方面隊で
消防操法大会

5/25
（日）

5/20
（火）中村高明さんが

農林水産大臣賞を受賞

スタートゴール

○菊

6｜広報きくち｜2008 JULY7 広報きくち｜2008 JULY｜



TOPICSTOPICS

　泗水西小学校（中山安子校長）の運動会が同校グラ
ウンドであり、全校児童 88人と校区民、地元消防団
員が参加しました。
　学校と地区の運動会が合同で行われているもので、
開会式では中山校長が「今日は地域の皆さんがたくさ
ん応援してくれます。自分たちの成果を発表し、心に
残る運動会にしてください」とあいさつ。赤団と白団
の団長が誓いの言葉を述べ、「一人一人が主人公～ 88
の風になれ～」の大会スローガンの下、児童たちは競
技に挑みました。
　児童たちによるダンス「日本縦断　南北の祭」、児
童と校区民による「新川中島」、消防団員による「バ
ケツリレー」などが行われ、その一所懸命な姿に、会
場からは歓声と共に温かい拍手が送られていました。
　また、菊池北小、泗水小、泗水東小でも同日に、七
城小、旭志小でも５月 25日（日）にそれぞれ運動会
がありました。

　５月 11日に、ホタルフェスタ in 七城が七城町の前川公園とそ
の周辺であり、たくさんの小・中学生や親子連れなどで賑わいまし
た。公園内では、七城の特産品などの夜店が並び、訪れた人を楽し
ませました。
　また、会場とその周辺には、道案内も兼ねて約 500 個の色彩豊
かな竹灯篭が設置され、より幻想的な空間を演出しました。
　当日は、風が強かったせいもあり、ホタルの舞う姿は例年より少
なかったものの、幻想的なホタルの光が訪れた人の目を楽しませて
いました。
　５月31日には、ホタルフェスタ in旭志が小原グラウンドであり、
県内外から多くの見物客が訪れました。開会式では、旭志ホタルフェ
スタ実行委員会の隈部昭敏会長の歓迎あいさつの後、旭志小・中学

「2008Kikuchiホタルフェスタin七城 ホタル観賞会」

前川公園に並ぶ夜店

田村さん夫妻

　むつみ会泗水支部（伊牟田美佐子支部長）と、し
すい女性の会（永田澄代会長）が合同で、泗水体育
館と泗水公民館前の花壇の花植えを行いました。毎
年恒例となっているもので、６月と 11月の年２回、
それぞれ季節の花に植え替え、道行く人や利用者を
和ませようと始められたもので、今年で４年目です。
　会員たちは大小さまざまなプランターや花壇の土
を入れ替え、これから真夏の太陽の下で咲き乱れる
であろう花々に思いを馳せながら、サルビア、トレ
ニア、マリーゴールドの花を配置よく植えていきま
した。これらの花は、久米地区のむつみ会の会員が、
種から丹精込めて育てたものです。

　乳児とのふれあい学習が２日間にわたり行われ、菊
池北中学校（北村榮一郎校長）の２年生 100 人が、命
の大切さなどを学びました。
　１日目は、熊本大学医学部保健学科准教授の坂梨京
子先生を招いて、「生命の尊さや喜び、生きる力につい
て」の話があり、「今、生きているだけで100点満点だよ」
という言葉や、出産のビデオを見て感動しました。そ
の後、妊娠シミュレーターを使った妊婦体験などを行
い、妊婦さんの大変さを知りました。
　２日目は、生後３カ月～ 10カ月の赤ちゃんとお母さ
ん 16組が協力し、乳児とのふれあい体験をしました。
　育児真っ最中のお母さんに、出産や育児について尋
ねたり、赤ちゃんの衣服の着脱やオムツ交換、赤ちゃ
んを抱っこすることで、自分たちも大事にされて成長
してきたことを実感し、親となることへの責任や育児
の喜び・苦労、乳児のかわいらしさ・力強さ、いのち
の尊さを学びました。

　この事業は、思春期の子どもたちが乳児とふれあうことで、「命の尊さや子育ての大切さ、親としての責任や喜びについて」
考える機会とするため、総合学習の時間などを使って、市と中学校の共催で毎年実施されています。

花植えに参加したむつみ会泗水支部としすい女性の会の皆さん

　JA菊池女性部長の清水みどりさん、坂本由美子さん、
長塩涼子さん、開民子さん、熊本酪農業協同組合菊池支
所女性部長の中山一恵さんの５人が菊池市役所を訪れ、
福村市長に県産瓶詰め牛乳（900 ㎖）をプレゼントし
ました。この活動は、西日本一の酪農地帯である菊池地
域から始まり、全国的な活動となっているものです。
　福村市長は、牛乳をその場でおいしくいただき、「朝
食には必ず牛乳一杯を飲んでいます。牛乳をいつも作っ
てくれる酪農家の皆さん、ありがとうございます」とお
礼が述べられました。
　現在酪農家は、飼料高騰、乳価の低迷でたいへん厳し
い状況にあります。皆さんの牛乳消費拡大へのご協力を
お願いします。

父の日に
乳を贈ろうキャンペーン

徒走で、元気よくゴールする児童

泗水西小学校で運動会

赤ちゃんに触れ、おむつ交換を体験する生徒

　田村幸治さん（　　栄町）が紺綬褒章を受章され、褒章の伝達が
菊池市役所でありました。
　紺綬褒章は、公益のため私財を寄付し功績顕著な個人または団体
で、紺綬褒章を授与することがふさわしいと認められる人（団体）に、
国から贈られるものです。褒章は、福村市長の代読により手渡され
ました。
　今後、寄付いただいた私財は「豊かな水と緑、光あふれる田園文
化のまち」づくりに役立てられます。

田村幸治さんが紺綬褒章を受賞

6/1（日）

6/4（水）

市役所を訪れたメンバー

菊池北中学校で乳児ふれあい学習5/29（木）・6/4（水）

5/31（土）

5/11（日）

「2008Kikuchiホタルフェスタin旭志」

旭志中学生によるほたるセレナーデ踊りむつみ会泗水支部・しすい女性の会が合同花植え6/7（土）

6/13
（金）

生による合奏やほたるセレナーデ踊り、地元団体に
よるダンスや合唱、にわかなどの披露があり、会場
からは温かく大きな拍手が起きていました。
　会場には、JA旭志青年部、商工会青年部・女性部、
母子会、青年団、四季の里、物産館出資組合から特
産の旭志牛などの出店があり、菊池の魅力をPRし
ました。

○菊
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問い合わせ先
菊池市

体育指導委員
協議会広報部
☎（25）7234

体指

No.4

　対象となる人には、お住まいを管轄する社会保険事
務所（年金裁定センター）から７月上旬までに「現況
届」が送付されますので、必要事項を記入し、７月末
日までに菊池市役所市民課、各総合支所民生課市民係
の窓口へ提出してください。
　なお、現況届に併せて診断書を提出しなければなら
ない場合には、現況届欄のある診断書が送られてきま
すので、医師に記入してもらい期限までに提出してく
ださい。疾病によっては、レントゲンフィルムや心電
図などの添付を必要とすることがあります。
　上記の年金を受け始めてから１年以内の人、年金が

全額支給停止となっている人、障害基礎年金の額が障
がいの程度が変わったことにより改定されてから１年
以内の人は、現況届を提出する必要はありませんので、
現況届は送付されません。
　自分で記入できないため、親族などの代理の人が記
入する場合は、受給権者の欄などをもれなく記入し、
「代理人署名欄」に代筆者の氏名・住所を記入してく
ださい。
※住民基本台帳ネットワークにより、現況が確認され
た人も「所得状況届」が送付されますので、同様に
提出が必要です。

市民課市民年金係　　☎（25）7211　七城総合支所市民係　☎（25）1000
旭志総合支所市民係　☎（37）3111　泗水総合支所市民係　☎（38）2105問い合わせ先

7月は
障害基礎年金の現況届提出月です！

国民年金情報

平成17年3月以前に、60歳以降国民年金に任意加入されていた皆さんへ
納めすぎた保険料をお返しします

　平成 17年３月以前に満額の老齢基礎年金を受給するために任意加入していた人で、満額の老齢基
礎年金を受給できる月数を超えて保険料を納付された人は、その超えた月数の保険料をお返しします。
例 :Aさん（67歳）の場合
※満額の年金を受給できる月数・・・40年（480月）

対象者　障害基礎年金の受給者で

※上記はひとつの例であり、実際には様々なケースがあります。
※お返しするのは、任意加入被保険者として納付された保険料です。
※昭和 16年４月１日以前に生まれた人は、生年月日により満額の老齢基礎年金を受給できる月数は
異なります。

○20歳前に初診日のある障がいにより年金を受けている人

　（年金証書の年金コード上２桁が63の人）　　　例　年金コード「6350」
○旧国民年金法による障害福祉年金からの移行（裁定替え）により年金を受けている人

　（年金証書の年金コード上２桁が26の人）　　　例　年金コード「2650」

必要な手続きは社会保険事務所に申出書を提出していただく必要があります。
問い合わせ先　熊本西社会保険事務所　☎ 096（355）3261

任意加入申出 任意加入喪失申出
60歳 62歳 63歳

38年（456月）の保険料を納付

（480月）【（38年）456月＋2年（24月）】

3年（36月）の保険料を納付

お返しする保険料（12月）

総保険料納付期間（492月）【（38年）456月＋3年（36月）】

総
務
部

　平成 20年度の県女性体指研修会が、
６月７日（土）～８日（日）に天草青
年の家で行われました。毎年の濃い研
修内容の反面、楽しい研修会です。
　目的は、県内の女性体指が相互の交
流を図り、その在り方について研修を
深め、生涯スポーツの振興に寄与する
こと。別の言い方をすると「県内各地
の女性体指が一堂に集まり、研修を受
けて、各地区へ持ち帰り普及に努める」
ということです。
　研修初日は、オリエンテーションか
ら始まり、講話、夕べの集い、情報交換。
２日目は、自主研修（実技）、ボディー
トークの講演、全体反省会で終了。
　女性体指は、独身からママさん、ベ
テランと年齢は様々なれど、この２日
間は学生に戻った気分？毎年参加して
感じることは「女性体指みんなの若さ
の秘訣は“体指だからこそ！”」

ボディートークの研修

　

今
ま
で
の
体
育
祭
に
比
べ
、
選
手

選
び
そ
の
他
大
変
な
こ
と
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
市
が
一
丸

と
な
れ
る
い
い
機
会
と
と
ら
え
、
私

た
ち
体
育
指
導
委
員
も
精
一
杯
の
働

き
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各

地
区
の
体
育
振
興
会
理
事
さ
ん
や
、

体
育
委
員
さ
ん
た
ち
と
も
協
力
し
て
、

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
コ
ー
ト　

直
径
４
ｍ
の
円

○
用　

具

•
籠
（
ア
ジ
ャ
タ
用
）

•
玉
（
ア
ジ
ャ
タ
ボ
ー
ル
99
個　
　

　
　

＋
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル
１
個
）

○
ル
ー
ル

①
玉
を
自
分
た
ち
で
セ
ッ
ト
す
る
。

（
た
く
さ
ん
持
て
る
よ
う
に
）

②
円
の
外
で
外
向
き
に
立
つ
。

③
審
判
の
合
図
で
円
の
中
に
入
り
、

一
斉
に
玉
を
投
げ
て
籠
に
入
れ

る
。

④
99
個
入
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
最
後

に
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル（
大
き
い
玉
）

を
籠
に
入
れ
る
。

⑤
１
０
０
個
の
玉
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
ま
で
の
時
間
を
計
測
。

※
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル
を
途
中
で
入
れ

た
場
合
は
、
籠
か
ら
出
し
て
ま
た

入
れ
直
し
。

⑥
人
数
は
、
通
常
、
１
チ
ー
ム
６
人
。

※
市
民
ス
ポ
レ
ク
祭
で
は
10
人
。

　

今
年
４
月
に
体
指
に
な
っ
た
旭
志

支
部
の
清
水
梨
沙
で
す
。
普
段
は
、

菊
池
市
役
所
旭
志
総
合
支
所
の
税
務

出
張
所
で
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
休
み
の

日
は
、
友
達
と
お
い
し
い
物
を
食
べ

に
行
く
な
ど
、
大
分
や
福
岡
の
方
ま

で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
体
指
と
し
て
菊
池
市

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
役
立
つ

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
〜
３
号
で
紹
介
で
き

な
か
っ
た
総
務
部
と
広
報
部
の
２
つ

の
専
門
部
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　

総
務
部
は
、
体
育
指
導
委
員
の
資

質
の
向
上
と
融
和
を
図
る
た
め
、
年

間
の
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
、
ま

た
、
全
国
・
九
州
・
県
体
育
指
導
委

員
功
労
の
表
彰
者
推
薦
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
専
門
部
会
（
研
修
・
普

及
・
広
報
・
女
性
）
の
運
営
に
つ
い
て
、

指
導
や
調
整
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
部
で
は
、
部
長
を
中
心
に
12

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
体

育
指
導
委
員
の
活
動
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、年
４
回「
広

報
き
く
ち
」
に
「
体
指
の
ペ
ー
ジ
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

発
行
日
の
２
カ
月
前
か
ら
会
議
を

開
き
、
次
号
掲
載
の
記
事
内
容
の
打

合
せ
に
始
ま
り
、
１
カ
月
前
に
は
原

稿
を
持
ち
寄
っ
て
編
集
作
業
を
行
い

ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

紙
面
作
り
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
し
い
菊
池
市
と

な
っ
て
初
め
て
の
新
市
全
体
に
よ
る

市
民
体
育
祭
を
実
施
す
べ
く
、
各
方

面
で
準
備
と
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
区
割
り
案
も
ま
と
ま
り
、
種

目
な
ど
の
検
討
も
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

広
報
部

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

「
ア
ジ
ャ
タ
」

ニュースポーツ「アジャタ」

編集作業中

熊本県女性体育指導委員
研修会に参加して

第
1
回
市
民
体
育
祭

実
施
に
向
け
て

清水梨沙体指

新 人
紹 介
しんじん

しょうかい

※
体
指
が
出
前
講
座
を
し
ま
す
。
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◎
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
・
日
傘

を
さ
す
な
ど
、
直
射
日
光
に
当
た

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
通
気
性
・
吸
湿
性
の
よ
い
素
材
の

服
装
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
冷
涼
な
環
境
に
移
し
ま
す
。

②
皮
膚
を
ぬ
ら
し
て
、
皮
膚
か
ら
の

熱
の
放
散
を
助
け
ま
し
ょ
う
。

③
動
脈
が
比
較
的
皮
膚
の
近
く
に
あ

る
首
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け

根
な
ど
を
冷
た
い
水
や
氷
嚢
で
冷

や
し
ま
す
。

④
冷
水
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
飲
ま
せ

る
な
ど
で
体
温
を
下
げ
て
く
だ
さ

い
。

※
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
自
力
で
の
水
分
摂
取
が

で
き
な
い
と
き
は
、
緊
急
で
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
最
優
先

に
な
り
ま
す
。

　

暑
い
夏
は
、
体
に
無
理
が
生
じ
、

体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
。
生

活
の
リ
ズ
ム
を
守
り
、
食
生
活
に
も

十
分
気
を
つ
け
、
暑
い
夏
を
元
気
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

◎
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

　

食
事
の
時
は
、
涼
し
い
環
境
を
整

え
、
１
日
３
回
、
欠
食
を
し
な
い

よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ

う
。
十
分
な
睡
眠
・
運
動
も
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

◎
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
含
む
食
品
を
と

り
ま
し
ょ
う

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
栄
養
素
の
代
謝
を
助
け
、
疲

れ
を
早
く
回
復
し
て
く
れ
ま
す
。

●
豚
肉
、
レ
バ
ー
、
う
な
ぎ
、
豆
腐
、

ご
ま
な
ど

◎
夏
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

夏
の
光
を
浴
び
て
育
つ
夏
野
菜
は
、

カ
ラ
フ
ル
で
栄
養
価
も
高
く
、「
季

節
の
た
ま
も
の
」
で
あ
る
旬
の
野
菜

で
す
。

　

夏
に
な
る
と
、
強
い
日
差
し
と
厳

し
い
暑
さ
の
た
め
に
新
陳
代
謝
が
悪

く
な
り
、
体
の
リ
ズ
ム
が
狂
い
が
ち

で
す
。
体
を
冷
や
し
、
新
陳
代
謝
を

促
し
て
く
れ
る
夏
野
菜
を
た
く
さ
ん

取
り
入
れ
、
夏
の
疲
れ
が
出
て
く
る

こ
れ
か
ら
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
ピ
ー
マ
ン
、

オ
ク
ラ
、
に
が
ご
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

大
葉
な
ど

◎
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
食
品
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う

　

適
度
な
苦
味
・
辛
味
・
酸
味
な
ど

は
、
内
臓
の
働
き
を
活
発
に
し
、
食

欲
が
増
し
ま
す
。

●
生
姜
、
み
ょ
う
が
、
山
椒
、
唐
辛

子
、
食
酢
、
梅
な
ど

　

こ
の
季
節
、
年
齢
を
問
わ
ず
注
意

し
た
い
の
は
熱
中
症
で
す
。
か
ら
だ

が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
に
起

こ
り
や
す
い
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

高
熱
に
よ
っ
て
脳
障
が
い
を
起
こ

し
や
す
く
な
る
の
で
、
速
や
か
な
対

応
が
不
可
欠
で
す
。
対
策
に
よ
り
十

分
予
防
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

労
働
や
ス
ポ
ー
ツ
時
は
特
に
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
熱
中
症
と
は

　

炎
天
下
の
屋
外
や
高
温
・
多
湿
な

室
内
環
境
の
下
で
、
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の

調
節
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。

●
熱
中
症
の
症
状

•
め
ま
い
、
失
神

•
筋
肉
痛
、
筋
肉
の
硬
直

•
大
量
の
発
汗

•
顔
面
蒼
白

●
環
境

•
気
温
が
高
い

•
急
に
暑
く
な
っ
た

•
湿
度
が
高
い

•
照
り
返
し
が
強
い

•
風
が
弱
い

•
日
差
し
が
強
い

●
起
き
や
す
い
場
所

•
工
事
現
場

•
運
動
場

•
体
育
館

•
一
般
家
庭
の
風
呂
場

•
気
密
性
の
高
い
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
最
上
階
な
ど

●
か
ら
だ

•
激
し
い
労
働
や
運
動
に
よ
っ
て
、

体
内
に
著
し
い
熱
が
つ
く
ら
れ
る

•
暑
い
環
境
に
か
ら
だ
が
十
分
に
対

応
で
き
て
い
な
い

◎
炎
天
下
や
暑
い
場
所
で
の
長
時

間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

◎
水
分
と
塩
分
を
十
分
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
塩
分
と
糖
分
を
飲
み
や
す
く

配
合
し
た
も
の
な
ど
）

◎
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
ご
用
心

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す

条
件

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）7219

熱中症は予防が大切です

熱
中
症
を防

ぐ
た
め
に
は

熱
中
症
の
解
決
策

夏
に
負
け
な
い
食
事

◎
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ

う

　
「
の
ど
が
渇
い
た
」と
感
じ
る
前
に
、

意
識
し
て
水
分
を
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
冷
た
い
飲
み
物
ば
か
り
で

は
か
え
っ
て
胃
腸
や
身
体
を
冷
や
す

の
で
、
ガ
ブ
飲
み
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

体を冷やし、
新陳代謝を
促してくれる
夏野菜

食欲を
増進させる
食品

　

暑
い
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
夏
を
上
手
に

乗
り
切
る
た
め
に
熱
中
症
を
予
防
し
、
夏
に
負
け

な
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健康だより

夏
と
の
上
手
な

　
　

付
き
合
い
方

３歳児健診時「むし歯なし」の子
　５月 22日（木）に泗水会場で、
５月 23日（金）に菊池会場で、そ
れぞれ３歳児健診がありました。歯
科健診の結果、むし歯がなかった子
どもさんを紹介します。（敬称略）

泗
水
会
場

吉
よしまる

丸慶
け い と

音（　 桜山六）

中
なかむら

村穂
ほ の か

乃花（　 富の原中央）○泗
○泗 島

しまさき

崎真
ま お

央（　 桜山一）

大
おおいし

石　葵
あおい

（　 村吉）○泗
○泗

菊
池
会
場

川
かわぐち

口玲
れ い な

南（　 亘）

山
や ま の

野康
こうしょう

聖（　 鳳来）

福
ふくしま

嶋ひなた（　 生味）

木
き さ き

佐木聖
せ な

愛（　 亘）

○菊

○菊

○菊
○菊

大
お お が

賀琉
りゅうのすけ

ノ介（　 中町）

内
うちむら

村颯
そ う た

太（　 北宮）

原
は ら だ

田愛
あ い り

莉（　 北原）

代
だいだい

々嵩
しゅうき

槻（　 寺小野）

○菊

○菊

○菊

○菊

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとても重要です。これからも
「甘いものを控えること」、「歯みがきをすること」、「歯を強くすること」、「定期健診
を受けること」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院を受診しましょう。

東
ひがし

　泰
たいせい

誠（　 福本一）○泗

佐
さ と う

藤風
ふ う ま

真（　 下長田）

小
こばやし

林環
か ん た

太（　 大琳寺）

桐
きりはら

原颯
ふ う が

雅（　 高野瀬）

上
かみぞの

園宏
こうへい

平（　 菊池佐野）

○菊

○菊

○菊

○菊

ビタミン
B1を
含む食品
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新着図書情報

ジーン・ワルツ 海堂尊　著
都内にある大病院に入局した産婦人科医・理恵は、顕微
鏡下人口受精のエキスパートである。しかし、代理母出
産に関わっているという噂が・・・。彼女のもとを訪れ
る事情を抱えた５人の妊婦たち。どこまでが人間に許さ
れる行為なのか。医師でもある著者による、産婦人科医
療の危機に迫った読み応えある一冊。

お龍 植松三十里　著
「はちきんというのはな、土佐の言葉でおまんみたいな男
勝りの女のことじゃ」‐坂本竜馬を愛し、幕末維新の動乱
を生き抜いたお龍。出会いから竜馬の死まで妻として過
ごしたのはわずか３年半だった。69 歳で亡くなるまで
の流転の晩年を描いた長編力作。

12歳からの映画ガイド 佐藤忠男　著
終戦時に思春期を迎え、映画で初めて見
た悪者の国、アメリカはどこまでも明
るく笑顔で手をつないだ男女の姿だっ
た。カルチャーショックを受け、それか
ら映画を見続けた著者。人生の多様性に
感動し、音楽やファッションにわくわく
して大人になっていった。世界中から学
ぶものがあることを知った、必見 50本
+150 本の紹介。

感染症をめぐる54の話 東京警察病院感染制御対策室　編
人類は、感染症と永く向き合ってきた。そして今もなお、
耐性菌感染症などの脅威にさらされている。一般社会で
の衛生管理にも役立つように、医学的知識の少ない方に
標準を合わせ、また、感染防止意識を高めつつ、その対
策として効果を上げられる内容にまとめられた本。

折り紙で学ぶ数学　全2巻 Yoshita　著
計算練習では得られない、わかる楽しさ。図形・無理数
の世界も、折り紙なら見えてくる！身近にある広告紙や
コピー用紙などを折りながら、数学的な法則・数理を学
ぶので、通常の折り紙が好きな方でも十分楽しむことが
できる一冊。

まあ、なんてこと！ デイビッド・スモール　作
ある朝、女の子が目を覚ましたら、な
んと頭の上にそれはそれはでっかく
て、先がいくつにも分かれたりっぱ
なツノがはえていました。一家は大
騒ぎ。でも本人は大はしゃぎ。ラス
ト無事収束・・・のはずが、大どん
でん返し。新たな問題発生です。コー
ルデコット賞受賞者が描くユーモラ
スでゆかいな絵本。

恐竜研究所へようこそ 林原自然科学博物館　著
恐竜の化石ってどうやって発掘しているの？化石探知
機？とんでもない！化石を探すには自分の“足”で歩き
ながら、自分の“目”で探すしかないんだ。モンゴル・
ゴビ砂漠での恐竜発掘調査隊の一日を、発掘作業から道
具の１つ１つまで紹介した恐竜の魅力をたっぷり味わえ
る一冊。

漂泊の王の伝説 ラウラ・ガジェゴ・ガルシア　著
砂漠の王国キンダの王子ワリードは、得意の詩比べで貧
しい絨毯織りに負けてしまう。名誉を傷つけられたワ
リードは、その男に無理難題をもうしつける。それは「人
類の歴史を全て織り込んだ絨毯をつくれ」というもの
だった。スペインのバルコ・デ・バポール児童文学賞に
かがやいた、傑作歴史ファンタジー。

粗食で生き返る 幕内秀夫　著
からだを元気にする食事法や生活習慣病を予防するため
の食事とは？日本列島を歩いて縦断し、日本津々浦々を訪
ねた結果、「FOODは風土」という独自の見解を提唱する、
伝統食と民間食療法の研究をする管理栄養士である著者
による食事法をテーマに書かれた一冊。

泗水図書館

中央公民館図書室

惑星のきほん 室井恭子・水谷有宏　著
惑星について広く浅く知りたい、子どもに訊ねられたと
きに答えられなかった・・・。惑星とは何なのか、曜日
と惑星の名前に関係があるのか、オーロラの正体など惑
星についてのちょっとした疑問を必要なところだけ読め
るように簡潔なQ&A形式で紹介。

マルシェ・アンジュール 野中柊　著
24 時間の高級食料品店「マルシェ・ア
ンジュール」。“アンジュール”はフラン
ス語で、「いつか、ある日」という意味。
そこには、夜中に家を抜け出してくる主
婦や万引きを目撃したことから知り合っ
た少年少女、大手百貨店を辞めて勤めだ
した店員など様々な人々が集まってくる。
出会いと恋の６つの連作短篇集。

じかきむしのぶん 松竹いね子 文 / 堀川真　絵
「たくさん食べるとトンネルできる さくさくたべるとう
んちもでるよ ぽとぽとぽと」字書き虫のぶんが葉っぱを
食べると字を書いたような跡ができ、トンボや蝶がやっ
てきて、葉っぱの中のぶんに大きくなったら一緒に遊ぼ
うと誘います。ハモグリバエの生態を楽しくカラフルに
描いた絵本。

僕が写した愛しい水俣 塩田武史　著
水俣病公式認定から 40 年。当時 20 代
半ばだった著者は水俣でも最重度の患者
を訪ね衝撃を受ける。それから 16 年を
水俣で暮らしながらこの地で生きる人々
の姿を撮り続けた。愛しいまなざしで切
り取った時代の風景が 30年を経て語り
かけてくる、秘蔵の写真集。

10ぱんだ 岩合日出子 文 / 岩合光昭 写真
木登りをしている１ぱんだ、のんび
りしている２ぱんだ、耳をすます３
ぱんだ。ページをめくると１から
10 まで順々にぱんだが一頭ずつ増
えていく。動物写真家の岩合光昭さ
んの写真と日出子さんのリズミカル
な文章で綴られ、子どもから大人ま
で楽しめる絵本。

サザエさんの東京物語 長谷川洋子　著
「頭が良くて、悪ガキで甘えん坊。それ
がそのまま大人になった姉はいじわるば
あさんだった。」サザエさんの著者、長
谷川町子。人前に出ることが苦手で実像
を知るものが少なく、いろんな憶測や似
て似つかぬ人間像が飛び交った。実の妹
が明かす姉の素顔と一家の波乱万丈な暮
らしを綴ったエッセイ。

高校生レストラン、本日も満席。 村林新吾　著
日本で唯一の‐高校生レストラン‐「まごの店」。開店前
から行列ができるこの店を運営しているのは、県立高校
の現役高校生！辻調理士専門学校の講師から高校調理科
の教師になった著者の「ほんまもんの心」をめざす熱い
教育とは。「まごの店」人気メニューのレシピも掲載。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ７月の予定
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私
の
推
薦

土
つちわた

綿　凌
りょう

くん
（隈府小４年）

昆虫の飼い方や工作、感想画
など、夏休みに役立つ本を
集めてコーナーを作りました。
この機会に図書館でいろんな
ことを調べてみよう！
（泗水図書館）

お楽しみ会
７月 20 日（日）午後２時から
のお楽しみ会はブックトークを
します。長い夏休みを前に、図
書館の利用の仕方や、調べ学習
におすすめの本などをスタッフ
が紹介します。どなたでもお気
軽に参加ください。（泗水図書館）

雑誌の紹介
図書室では、「文藝春秋」、「家庭画報」、「きょうの料
理」、「おしゃれ工房」、「きょうの健康」、「趣味の園芸」、
「ESSE」、「オレンジページ」、「こどものとも」など、
15種類の雑誌を置いています。雑誌の場合、最新号
の貸出はできませんが、前号からの貸出はできます
ので、ぜひ、ご利用ください。（中央公民館図書室）

返却のお願い
中央公民館図書室では、今年３月末時点で未返却の
図書が、526 冊あります。早めに返却をお願いしま
す。なお、休館日以外は、午後 10 時まで中央公民
館は開いていますので、時間内に返却できない場合
は、１階の返却箱まで返却をお願いします（ただし、
毎週月曜日は午後６時に閉館します）。
（中央公民館図書室）

の
ん
の
ん
ば
あ
お
ば
け
ど
ろ
ぼ
う

水
木
し
げ
る　

著

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 火 休館日
２ 水
３ 木
４ 金
５ 土 閉室日
６ 日 閉室日 閉室日 閉室日
７ 月 休館日
８ 火
９ 水
10 木
11 金

12 土
きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日
しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

13 日 閉室日 閉室日 閉室日
14 月 休館日
15 火 閉室日
16 水
17 木
18 金
19 土 閉室日

20 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会
14：00～

21 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
22 火
23 水
24 木

25 金 おはなしの部屋
11:00 ～

26 土
きくち
おはなしのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～
古典を楽しむ会
14:00 ～

27 日 閉室日 閉室日 閉室日
28 月 休館日
29 火
30 水
31 木 休館日
１ 金
２ 土 閉室日
３ 日 閉室日 閉室日 閉室日
４ 月 休館日

夏休み調べ学習コーナー
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笑
み
ぬ 

池
田
カ
ツ
子

排
水
路
の
草
を
ば
か
が
る
手
は
危
険
知
ら
ず
潜
め
る
蜂
か

に
刺
さ
る
る 

佐
　々

重
弘

お
わ
び
と
訂
正

前
号
の
「
七
城
短
歌
会
４
月
詠
草
」
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
３
句
目
の
氏
名

　

誤
（
×
）
緒
方　
　

寛　

　
　
　
　
　
　
　

←

　

正
（
○
）
緒
方　

寛
子

旭
志
文
芸
俳
句
会
　

５
月
詠
草

特
攻
の
知
覧
み
や
げ
の
新
茶
注
ぐ 

芹
川　

蓉
子

学
童
の
か
け
っ
こ
陽
炎
追
ふ
ご
と
く 

水
谷　

ミ
ネ

恙
が
な
く
生
き
て
蕨
の
お
味
噌
汁 

東　
　

芳
子

喘
ぎ
つ
ゝ
登
る
城
址
や
藤
の
花 

中
尾
ヨ
シ
コ

辿
り
つ
き
若
菜
ま
ぶ
し
き
峠
か
な 

芹
川
の
り
子

蕗
わ
ら
び
春
を
ぞ
ん
分
夕
食
に 

出
田
み
ど
り

広
報
文
芸
き
く
ち

菊
池
短
歌
会

　

５
月
詠
草

背
戸
山
の
斜な

だ
り面
に
枝
垂
る
る
山
吹
の
故
事
に
な
ら
は
ぬ
花

の
明
る
さ 

岩
木　

妙
子

ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
の
青
紫
の
花
盛
る
並
木
は
続
く
ロ
ス
の
初

夏 

岩
永　

典
子

な
に
と
な
く
花
疲
れ
あ
る
心
地
し
て
旅
の
日
数
を
振
り
返

る
か
な 
梅
田　

昭
子

茫
々
と
今
日
の
一
日
も
ゆ
か
ん
と
す
初
夏
の
落
暉
の
何
と

眩
し
き 

梅
野
か
を
り

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ

た

散
る
夕
べ
子
猫
ら
は
親
を
離
れ
て
路
地
に

遊
べ
り 

黒
田　

衣
子

風
薫
る
五
月
は
近
し
菊
池
川
水
ぬ
る
む
ら
し
魚
影
が
光
る 

 

古
賀　

勝
士

弟
よ
父
よ
そ
の
忌
の
便
り
と
も
花
し
ろ
く
咲
く
遠
き
椎
森

 

竹
野
美
智
代

雨
だ
れ
の
音
絶
へ
だ
へ
に
春
の
雨
ひ
と
り
炬
燵
に
齢
い
と

し
む 

中
川　

愛
子

樫
若
葉
伸
び
目
覚
ま
し
き
一
樹
よ
り
古
葉
追
は
る
る
ご
と

も
散
り
く
る 

中
原
ち
え
子

牡
丹
の
花
び
ら
散
り
て
卓
上
に
淡
き
ピ
ン
ク
を
ふ
わ
り
と

重
ぬ 

山
代　

静
子

万
句
の
里
俳
句
会
　

５
月
句
会

奥
山
は
古
代
の
ま
ま
に
朴
の
花 

岩
木　

敬
治

窓
越
し
に
浅
間
の
旅
の
春
惜
し
む 

中
路　

郁
子

懐
か
し
き
も
の
に
朝

あ
し
た

の
月
見
草 

鋤
本　

ト
ミ

庭
の
薔
薇
活
け
て
佛
間
に
香
を
満
た
す 

田
中
ひ
さ
子

樟
若
葉
空
に
障
間
の
無
き
ほ
ど
に 

東　
　

鈴
子

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
い
っ
ぱ
い
寺
の
庭 

稲
田　

羚
子

れ
ん
げ
田
に
今
は
童

わ
ら
べ

の
影
も
な
く 

大
山　

厚
子

わ
が
町
の
け
や
き
並
木
路
風
薫
る 

梅
田　

昭
子

矍か
く
し
ゃ
く鑠
と
し
て
う
ぐ
ひ
す
の
老
を
な
く 

光
本
と
よ
い
ち

大
阿
蘇
の
五
月
の
風
を
ひ
と
り
じ
め 

小
山　

照
子

に
ぎ
に
ぎ
し
軒
端
の
夫
婦
つ
ば
く
ら
め 

田
中　

美
智

名
園
の
昔
な
つ
か
し
風
薫
る 

吉
井　

綾
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

窓
開
け
て　

無
塩
の
風
に
深
呼
吸 

小
川　

繁
美

も
う
終
わ
り　

夜
空
染
め
よ
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ

 

狩
野　

本
六

耳
ざ
わ
り　

同
級
生
は
皆
ミ
セ
ス 

窪
田　

明
徳

役
立
た
ん　

案
山
子
と
遊
う
ど
る
雀 
須
藤　

新
生

程
度
も
ん　

お
礼
返
し
の
肝
太
さ 
高
木　

房
惠

役
立
た
ん　

コ
ネ
で
入
っ
て
き
た
社
員 

髙
倉　

新
米

窓
開
け
て　

灯
り
も
消
し
て
呼
ぶ
蛍 

田
尻　

浩
風

程
度
も
ん　

ほ
ろ
酔
い
ま
で
が
薬
で
す 

田
中　

孝
幸

窓
開
け
て　

遠
慮
し
い
し
い
愛
煙
家 

藤
野　

清
子

耳
ざ
わ
り　

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
据
え
ら
し
た 

水
谷　

ミ
ネ

窓
開
け
て　

す
〜
ぐ
冷
房
切
ら
す
義
母 

光
堀　

善
教

不
足
し
て　

少
子
化
に
泣
く
保
育
園 

太
田　

雄
三

泗
水
短
歌
会 

　
　
　

５
月
詠
草

お
が
玉
の
香
の
匂
ひ
立
つ
午
後
三
時
香
り
に
ひ
か
れ
倉
の

横
ま
で 

増
田
久
美
子

青
空
を
秀
先
ゆ
う
ら
り
撫
で
な
が
ら
葉
を
散
ら
し
ゐ
る
い

ま
竹
の
秋 

大
島　

き
と

ほ
と
と
ぎ
す
声
降
り
零
す
祖
母
の
山
木
漏
れ
日
揺
る
る
沢

水
す
く
う 

吉
安　

永
子

借
景
の
つ
つ
じ
の
園
の
花
あ
か
り
長
き
な
あ
が
き
春
の
夕

映
え 

福
原
美
智
子

牡
丹
散
り
ま
な
く
紅
バ
ラ
咲
き
始
む
庭
先
見
つ
め
幸
せ
気

分 

内
田
つ
ね
代

パ
ソ
コ
ン
も
科
学
も
及
ば
ぬ
自
然
禍
よ
サ
イ
ク
ロ
ン
・
大

地
震
・
テ
レ
ビ
を
見
つ
む 

高
藤
タ
ツ
ノ

辞
書
を
引
き
孫
就
職
の
「
補
任
す
」
の
語
意
を
知
り
た
り

八
十
歳
に
し
て 

中
山　

定
子

二
鉢
の
え
び
ね
日
陰
に
植
え
な
お
す
思
い
出
こ
も
る
想
い

を
込
め
て 

長
尾
は
る
み

大
麦
か
小
麦
か
定
か
に
見
え
ね
ど
も
日
増
し
色
づ
く
向
い

田
一
画 

平
嶋
き
く
え

広
報
文
芸
き
く
ち
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現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
20
年

７
月
31
日
で
す
。
８
月
か
ら
の
保
険

証
は
、７
月
中
旬
に
該
当
世
帯
へ「
配

達
記
録
」
に
て
郵
送
し
ま
す
の
で
、

本
人
ま
た
は
世
帯
員
に
よ
る
受
け
取

り
が
必
要
で
す
（
不
在
の
場
合
に
は

し
ば
ら
く
の
間
、
郵
便
局
留
に
な
り

ま
す
）。

　

な
お
、
保
険
証
は
住
民
登
録
上
の

住
所
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
入
院
な

ど
の
事
情
に
よ
り
送
付
先
の
変
更
を

希
望
す
る
人
は
、
７
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
、
各

総
合
支
所
民
生
課

　

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人

間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
助
成
額
は
検
査
費
用
の

７
割
で
、
上
限
２
５
、０
０
０
円
で

す
。
左
記
の
各
医
療
機
関
か
ら
１
泊

２
日
・
日
帰
り
コ
ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

　

受
付
期
限
が
９
月
30
日
（
火
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
の

人
は
早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人

•
国
保
加
入
期
間
が
３
カ
月
以
上
の

人

•
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

人
•
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
は
本
庁
・
各
総
合
支
所

で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

診
結
果
は
、
保
健
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で

受
診
期
間　

10
月
31
日
（
金
）
　

ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
、
各

総
合
支
所
民
生
課

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

と　き　７月７日（月）午前９時
30分～午前 11時 30分 /
午後０時 30分～午後１時 30分
ところ　旭志多目的研修センター
内　容　400ml 献血

　現在、400ml 献血の需要が大変
大きくなっています。また、薬を飲
んでいる人でも、献血をお願いでき

る場合もあります。皆さんの温かい
ご協力をお願いします。
　献血の安全性向上のため、運転免
許証などの身分証明証による本人確
認をお願いしています。また、献血
カードを持っている人は、一緒に持
参してください。
問い合わせ先
　健康推進課健康推進係

献血のご協力をお願いします

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え

平
成
20
年
度「
菊
池
市
国
民

健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
」を

受
付
中
で
す

　月：最近低学年に多くみられる
 落ち着きのない子どもたち
 注意欠陥・多動性障害（ADHD）
　火：子どもの熱中症
　水：熱中症に注意しましょう
　木：糖尿病と歯周病
　金：女性の外陰部のかゆみ
土日：後期高齢者医療制度の問題点

 ７月の　　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）
モシモシモシモシモシモシ

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
ポ
イ

ン
ト

　

認
知
症
の
人
は
そ
れ
ま
で
の
生
活

歴
や
病
気
に
よ
っ
て
、
ま
た
１
日
の

う
ち
で
も
心
理
状
態
は
変
わ
り
や
す

い
も
の
で
す
。
認
知
症
の
人
の
〝
気

持
ち
〞
を
理
解
し
介
護
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
介
護
す
る
人
が
、
認
知

症
の
人
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
な

対
応
や
安
心
感
を
与
え
る
対
応
が
で

き
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
、
そ
の
人
ら

し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

①
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

　

記
憶
や
理
解
力
が
低
下
し
て
も
感

情
や
自
尊
心
は
残
り
ま
す
。
怒
っ
た

り
、
こ
ど
も
扱
い
し
た
り
、
命
令
し

た
り
、
本
人
の
前
で
愚
痴
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
し
て
あ
げ
る
介
護
よ
り
も
で
き
る

こ
と
を
支
え
る

　

認
知
症
の
人
は
何
も
で
き
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
で
覚
え
た

記
憶
は
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
誰
か
が
目
配
り
な
ど
を

す
れ
ば
、
家
事
や
仕
事
、
楽
し
み
ご

と
な
ど
、
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
な
く
手
助
け
を
し
て
成
功
体

験
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
信
の
回
復
の
手
助
け
に
な
り
ま
す
。

③
安
心
で
き
る
場
を
つ
く
る

　

認
知
症
に
な
る
と
時
間
や
場
所
、

周
り
の
人
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
し

な
く
な
り
不
安
に
な
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
ホ
ッ
と
安
心
感
が
得
ら

れ
る
な
じ
み
の
場
所
が
あ
れ
ば
、
不

安
が
大
き
く
混
乱
し
て
い
て
も
、
そ

の
場
所
に
い
く
と
落
ち
着
き
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
そ
の
人
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
る

　

認
知
症
の
人
を
急
が
せ
た
り
・
慌

て
さ
せ
た
り
す
る
と
ま
す
ま
す
混
乱

し
、
で
き
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
人
の
ペ
ー
ス
で
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑤
穏
や
か
に
対
応
す
る

　

認
知
症
の
人
に
理
詰
め
で
説
得
し

よ
う
と
し
て
も
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。

説
得
よ
り
も
穏
や
か
な
対
応
を
優
先

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑥
想
像
力
を
働
か
せ
る

　

認
知
症
の
周
辺
症
状
は
、
介
護
者

に
と
っ
て
介
護
負
担
が
大
き
く
な
り

ま
す
。「
な
ぜ
こ
の
行
動
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
？
」
を
考
え
て
み
る
と
、

原
因
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
ト
イ
レ
の
失
敗
に
つ
い

て
、
ト
イ
レ
の
場
所
が
分
か
ら
な
い

の
か
、
ズ
ボ
ン
を
下
ろ
す
の
に
手
間

取
っ
て
い
る
の
か
、
尿
意
・
便
意
が

分
か
ら
な
い
の
か
な
ど
で
対
応
の
仕

方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
き
が
い
推
進
課

包
括
支
援
係

　

こ
の
体
操
は
、
３
秒
間
を
３
回
行

い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声
で
数
え
、

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し

な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
動

い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）
筋
肉

を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。
こ
の
体
操

を
す
る
時
は
、
必
ず
こ
れ
ま
で
紹
介

し
た
準
備
運
動
を
し
た
後
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

き
く
筋　

も
も
の
前
の
筋
肉
・
す
ね

の
筋
肉

効　

果

○
膝
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
立
ち
上
が
り
・
歩
行
な
ど
の
動
作

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
膝
痛
・
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

○
歩
行
時
、
つ
ま
づ
き
に
く
く
な
り

ま
す
。

注
意
点

○
つ
ま
先
を
上
に
向
け
た
ま
ま
、
足

を
上
げ
ま
す
。

○
上
げ
た
足
の
膝
は
、
曲
が
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

○
上
体
が
後
ろ
に
反
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

○
上
げ
た
足
は
ゆ
っ
く
り
と
下
ろ
し

ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

※
ゆ
っ
く
り
無
理
し
な
い
範
囲
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

※
椅
子
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
ペ

ア
（
２
人
組
）
を
つ
く
り
、
片
方

が
椅
子
を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
交

互
に
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

 

シ
リ
ー
ズ
⑲

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
㉒

〜
椅
子
編
〜

筋
肉
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
足
の
前
が
わ
）

こ
ん
に
ち
は  

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

認
知
症
を
理
解
す
る
⑥

片
膝
を
曲
げ
、反
対
の
膝
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、

つ
ま
先
を
自
分
の
方
に
向
け
、
上
げ
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
頸
部
が
ん

と
子
宮
体
部
が
ん
が
あ
り
、
両
方
と

も
初
期
は
無
症
状
で
あ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
子
宮
が
ん
は
初
期
に

適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
、
治
す
こ
と

の
で
き
る
「
が
ん
」
で
あ
り
、
早
期

発
見
す
れ
ば
、
決
し
て
恐
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
子
宮
頸
部
が
ん
は
20
歳
代

の
若
年
層
で
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

20
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
積
極
的
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

菊
池
市
で
は
、
医
療
機
関
で
の
子

宮
が
ん
施
設
検
診
を
下
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　

５
月
の
健
診
申
し
込
み
書
で
「
子

宮
が
ん
施
設
検
診
」
を
申
し
込
ん
だ

人
に
は
、
問
診
票
を
６
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
人
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

市
役
所
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
民
生
課
、
下
記
医
療
機
関
に
置

い
て
あ
る
問
診
票
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
子
宮
が
ん
施
設
検
診
と

子
宮
が
ん
集
団
検
診
を
両
方
受
診
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者　

菊
池
市
に
住
民
票
の
あ
る

20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
元
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

※
た
だ
し
、
妊
娠
中
・
婦
人
科
疾
患

治
療
中
の
人
は
除
き
ま
す
。

期　

間　

７
月
１
日
（
火
）

〜
７
月
31
日
（
木
）

※
日
曜
・
祭
日
を
除
く

持
参
す
る
も
の　

•
問
診
票

•
料
金　

20
歳
〜
69
歳
の
人
は

１
、６
０
０
円
、
70
歳
以
上
の
人

は
５
０
０
円

•
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

•
健
康
保
険
証

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
健
康

推
進
係
、
各
総
合
支
所
民
生
課

子
宮
が
ん
施
設（
医
療
機
関
）

検
診
を
実
施
し
ま
す

契約医療機関　（金額は自己負担額・消費税込み）

検査医療機関名 １泊２日
コース 日帰りコース

菊池郡市医師会立病院 38,000 円 11,000 円

菊池養生園診療所 38,200 円

14,000 円
（Ａコース）
9,300 円

（Ｃコース）

日赤健康
管理センター 43,000 円

14,900 円
（標準コース）
33,000 円

（消化器コース）
37,000 円

（レディース
コース）

高野病院 38,000 円 14,900 円

済生会熊本病院 48,500 円 17,000 円

牧診療所
（日帰りコースのみ） ‒ 17,000 円

川口病院 22,250 円 11,750 円

熊本県厚生農業共同
組合連合会（農協） ‒ 8,200 円

（巡回ドック）

子宮がん施設検診実施医療機関

黒川産婦人科医院

•午前９時～午後０時 45分
•午後２時 30分～午後６時
※水曜・土曜は午後 1時まで。
　（午後は休診）
※第４木曜は１カ月健診のため、正午まで
　または午後４時から午後６時まで

齋藤産婦人科医院
•午前９時～正午
•午後２時～午後６時
※木曜・土曜の午後は休診

米田産婦人科医院
•午前８時 30分～正午
•午後２時～午後５時 30分
※木曜・土曜の午後は休診
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住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

申
請
し
て
認
定
さ
れ
る
と
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
入
院
の
際
、
こ

の
認
定
証
を
病
院
の
窓
口
で
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
や
食
事
代

の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

有
効
期
限
が
平
成
20
年
７
月
31
日
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
更
新
が
必
要
で

す
。
該
当
者
に
は
、
７
月
中
に
熊
本

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
記

入
の
上
、
菊
池
市
役
所
健
康
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
に
て
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

更
新
は
８
月
か
ら
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
８
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

手
続
き
を
し
な
い
と
、
認
定
有
効
期

間
が
変
わ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
院
中
（
予
定
）
の
人
で
、

ま
だ
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
交
付
申
請
書

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

○
印
か
ん

※
次
の
も
の
は
現
在
、
認
定
を
お
持

ち
の
人
の
み
持
参
く
だ
さ
い
。

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
オ
レ
ン
ジ
）

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
（
８
月

１
日
現
在
長
期
入
院
に
該
当
す
る

人
）

（
※
１
）
低
所
得
Ⅱ
と
は
、
世
帯
の

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
で
す
。

　

低
所
得
Ⅰ
と
は
、
世
帯
の
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
全
員
の
各

所
得
が
０
円
の
人
で
す
。（
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
、
80
万
円
以
下
の

人
）

（
※
２
）
過
去
12
カ
月
間
に
４
回
以

上
の
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る

場
合
の
４
回
目
か
ら
の
上
限
額
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　
「
さ
わ
や
か
知
恵
袋
」
に
登
録
を

し
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
な
ど
が

講
師
と
な
り
、
長
年
培
っ
て
き
た
伝

承
遊
び
や
趣
味
で
得
と
く
し
た
技
術

を
伝
承
し
ま
す
。
受
講
者
に
は
受
講

後
、
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
高
齢
者
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
趣
味
や
特
技
に
と

お
考
え
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

開
催
時
期　

９
月
〜
10
月
上
旬

※
各
講
座
で
開
催
日
が
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

会　

場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐
７
）

主　

催　

財
団
法
人　

熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団

平
成
20
年
度
さ
わ
や
か
知
恵
袋

講
座　

受
講
生
募
集

　

区
、
子
供
会
、
老
人
会
な
ど
が
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
は
、
地
域
社
会
の
発
展
や
市
民

の
健
康
増
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
活
動
中
に
事

故
が
起
き
た
ら
・
・
・
。

対
象
と
な
る
活
動

　

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、
５

人
以
上
の
市
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
市
民
団
体
（
政
治
、
宗
教
、
営
利

等
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
）
が

本
来
の
仕
事
を
離
れ
て
行
う
、
継
続

的
、
計
画
的
な
公
益
性
の
あ
る
市
民

活
動
中
の
事
故
。

　

具
体
的
に
は

•
地
域
社
会
活
動　

区
活
動
、
運
動

会
、
祭
り
、
清
掃
美
化
活
動
な
ど
。

•
青
少
年
育
成
活
動　

子
供
会
の
諸

活
動
、
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
。

•
社
会
福
祉
奉
仕
活
動　

社
会
福
祉

施
設
援
護
活
動
、
在
宅
老
人
・
身

障
者
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
。

•
社
会
教
育
活
動　

青
年
団
、
婦

人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
た
だ
し
、
学
校

管
理
下
中
は
除
く
）
公
民
館
な
ど

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
。

•
社
会
体
育
活
動　

有
志
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動（
野
球
チ
ー
ム
な
ど
）

•
市
主
催
事
業
へ
の
参
加
、
手
伝
い

　

市
民
体
育
大
会
、
一
日
一
汗
運
動

へ
の
参
加
な
ど
。

過
去
の
該
当
事
例

•
区
活
動　

清
掃
活
動
（
人
築
）、

運
動
会
、祭
り
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
な
ど
。

•
市
民
活
動　

子
ど
も
た
ち
の
学
習

会
な
ど
。

対
象
と
な
ら
な
い
活
動
な
ど

•
山
岳
登
は
ん
、
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン

グ
な
ど
危
険
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
。

•
指
導
者
や
参
加
者
の
故
意
に
よ
る

事
故
。

•
地
震
、
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
自
然

災
害
に
よ
る
も
の
な
ど
。

　

こ
の
他
に
も
対
象
外
と
判
断
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

補
償
の
内
容

①
傷
害
補
償

　

指
導
者
ス
タ
ッ
フ
も
し
く
は
参
加

者
が
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
を
被
っ

た
り
、
入
院
・
通
院
治
療
を
要
す
る

ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
傷
害
事
故
。

②
賠
償
責
任
補
償

　

団
体
の
指
導
者
も
し
く
は
ス
タ
ッ

フ
の
過
失
に
よ
り
参
加
者
や
第
三
者

に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
財
物
に
損
害

を
与
え
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ

た
場
合
。

事
故
が
起
き
て
か
ら
の
手
続
で
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
補
償
対
象
者
と

し
て
、
市
が
保
険
会
社
と
保
険
契
約

を
結
ん
で
い
る
た
め
、
事
前
の
申
し

込
み
や
登
録
な
ど
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
事
故
が
起
き
た
ら
す
ぐ

（
２
週
間
以
内
）
に
、
団
体
の
責
任

者
を
通
じ
て
、
次
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係　

ま
た
は

　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

①傷害補償　（1人あたり）
死亡補償金 1,000 万円

後遺障害
補償金

30万円～ 1,000 万円
（程度による）

入院補償金 １日 3,000 円
（最高 54万円）

通院補償金 １日 2,000 円
（最高 18万円）

※ 事故発生日より起算して 180 日
以内までを補償。

②賠償責任補償

身体賠償
最高
　１人 6,000 万円
　１事故３億円

財物賠償
最高
　１事故 300万円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
償
制
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
保
険

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

強調月間　７月１日～７月 31日
　「社会を明るくする運動」は、法務省が主唱
するもので、すべての人が犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のな
い明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
菊池市では、次のような運動を計画しています。
○社会を明るくする運動菊池市集会
○市内店舗での街頭啓発
○各区で啓発のぼり旗の設置
○各地区で開催される夏祭りなどでの啓発活動
●社会を明るくする運動菊池市集会
と　き　７月５日（土）
開場　午後０時 30分 / 開会　午後１時 30分
ところ　菊池市文化会館大ホール
※詳細は６月配布のチラシをご覧ください。
問い合わせ先　社会を明るくする運動菊池市実
施委員会事務局（教育委員会生涯学習課）

　デートDVは、10代から始まっています。
大切な子どもたちを暴力の被害者にも加害
者にもさせないよう、大人に何ができるの
か・・・。
　予防教育プログラムの実施者が悩める子
どもたちの実態をお話します。
※デートDVとは、結婚していない交際中
の男女間で起こる暴力のことです。
と　き　７月 24日（木）
　　　　午後７時 30分～午後９時 30分
ところ　菊池市中央公民館２階大研修室
対象者　18歳以上でテーマに関心のある人　
講演会　演題「大切にすること、されること」
　講師　「デートDV防止プロジェクト@さくらんぼ」
　　　　黒埼奈美氏
その他　入場無料。無料託児あり（原則２歳～就学前。
※相談に応じます。７月 18日（金）までに予約ください）。
問い合わせ先　男女共同参画推進室

知っていますか、デートDV!
「デートDV」防止支援セミナーを開催します

減
額
さ
れ
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す

入院時の一部負担金と食事代
一部負担金の上限額 食事代（１食あたり）

現役並み
所得者

80,100円＋（総医療費－
267,000円）×１％ 260円
４回目から44,400円（※２）

一　般 44,400円 260円

低所得Ⅱ
（※１）

24,600円
入院日数が90日まで210円
過去12カ月の入院日数が91
日以上の場合160円

低所得Ⅰ
（※１）

15,000円 100円

受
講
資
格　

県
内
在
住
者
で
60
歳
以

上
の
人（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
こ
の
ほ
か
材

料
費
実
費
負
担
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

講
座
名　

南
京
玉
す
だ
れ
／
マ
ジ
ッ

ク
／
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／

折
り
紙
／
お
手
玉
／
竹
細
工
・
玩
具

づ
く
り
／
紙
細
工
・
玩
具
づ
く
り
／

各
講
座　

定
員
20
人

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
受

講
希
望
講
座

申
込
締
切　

７
月
31
日
（
木
）
当
日

消
印
有
効

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐
７
（
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）　

財
団

法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.sa
w
a
ya
ka
.o
r.jp

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
申
請

平成
20年度

●入札（開札）日：５月 14日

件　名
工　事
（履行）
場　所

落札額
（税込・円）

落札者
指　名
業者数

事　業
担当課予定価格

（税込・円）
平成20年度
西寺地区（7071～
7074）築造工事

西　寺
22,155,000 

㈲ショウ・エイ 10 下水道課
22,410,000 

平成20年度水源・
迫間簡易水道原本
村配水管布設工事

原
18,690,000 熊本設備㈱

菊池営業所
9 水道局

19,656,000 

●入札（開札）日：５月 28日
平成20年度桜山
地区（702～705・
707～710・726・
730・736・776
～779・782-3・
786）築造工事

泗水町
永

45,202,500 

㈱吉安建設 10 下水道課

47,105,000 

平成20年度桜山団
地配水管布設替工事
（2工区）

泗水町
永

19,845,000 
㈲クドウ工業 9 水道局

20,580,000 

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時30分～午後
５時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

公共事業入札の公表 明るい社会を築くために
“社会を明るくする運動”

20｜広報きくち｜2008 JULY
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建ぺい率（％）
建築面積
敷地面積 ×100

（下の図の場合） B
A ×100

（下の図の場合） B+C
A ×100

容積率（％） ×100
延床面積
敷地面積

Ａ＝敷地面積
Ｂ＝1階床面積（建築面積）
Ｃ＝2階床面積

　

都
市
計
画
法
で
は
都
市
計
画
区
域

内
で
、
市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整

区
域
を
定
め
、
土
地
の
開
発
行
為
を

規
制
し
た
り
、
用
途
地
域
な
ど
の

地
域
地
区
を
定
め
、
建
築
物
の
用
途
、

高
さ
な
ど
の
規
制
を
行
い
、
各
都
市

の
特
性
、
発
展
動
向
に
応
じ
た
目
標

達
成
へ
の
誘
導
を
行
い
ま
す
。

市
街
化
区
域

　

す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る

区
域
お
よ
び
概
ね
10
年
以
内
に
優
先

的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ

き
区
域

市
街
化
調
整
区
域

　

市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
区
域

※
菊
池
市
は
市
街
化
区
域
、
市
街
化

調
整
区
域
の
指
定
の
な
い
、
非
線

引
き
の
都
市
計
画
区
域
で
す
。

地
域
地
区

　

用
途
地
域
を
は
じ
め
と
し
て
特
別

用
途
地
区
、
高
度
利
用
地
区
、
防
火

地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
、
風
致
地

区
な
ど
、
適
正
な
制
限
の
も
と
に
土

地
の
合
理
的
計
画
的
な
利
用
を
図
る

た
め
に
定
め
る
地
域
を
言
い
ま
す
。

○
用
途
地
域

　

建
物
は
、
住
宅
ば
か
り
で
は
な
く
、

商
店
や
工
場
、
病
院
な
ど
様
々
な
用

途
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

住
宅
の
隣
に
大
き
な
工
場
が
あ
っ
た

り
、
病
院
の
そ
ば
に
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー

が
あ
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

用
途
が
異
な
る
建
物
が
無
秩
序
に

混
在
し
て
い
る
と
、
お
互
い
に
不
快

な
思
い
を
し
た
り
、
迷
惑
に
思
う
は

ず
で
す
。
こ
う
し
た
混
乱
を
防
ぐ
た

め
に
あ
る
の
が
、
用
途
地
域
に
よ
る

規
制
で
す
。

　

用
途
地
域
は
、
建
築
物
の
用
途
、

容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
高
さ
な
ど

を
適
切
に
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

適
正
な
機
能
と
良
好
な
環
境
を
有
す

る
健
全
な
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め

の
都
市
計
画
で
あ
り
、
地
域
地
区
制

度
の
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

　
『
嶋
屋
日
記
』
は
、
隈
府
町
の
豪
商
、

志し

ま

や
満
屋
市
兵
衛
・
横
屋
九
兵
衛
（
宗
伝

次
）・
岡
山
仙
助
・
宗
文
五
郎
・
中
嶋

真
親
ら
五
人
に
よ
っ
て
、
寛
文
十
二

（
一
六
七
二
）年
〜
文
久
二（
一
八
六
二
）

年
の
一
九
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
自
主
的

に
書
き
継
が
れ
た
日
記
で
す
。
個
人
的

な
も
の
か
ら
公
的
・
半
公
的
な
も
の
ま

で
、
多
種
多
様
の
記
事
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
『
嶋
屋
日
記
』
は
、
江
戸
期
の
菊
池

地
方
を
知
る
上
で
の
第
一
級
の
地じ
か
た方

文も
ん
じ
ょ書
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
書

き
継
ぎ
方
や
書
か
れ
た
期
間
の
長
さ
で

も
、
全
国
的
に
類
の
な
い
貴
重
な
古
文

書
で
す
。も
っ
と
本
気
で
、『
嶋
屋
日
記
』

の
歴
史
的
な
価
値
と
意
義
を
検
証
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
豪
商
た
ち
の
祖
先
は
、
菊

池
氏
家
臣
の
後
裔
七
家
と
守
護
町
「
隈

府
」
の
豪
商
十
三
家
の
家
柄
で
、
菊
池

氏
の
没
落
後
は
、
隈
府
町
に
定
住
し
、

在ざ
い
ま
ち町
経
営
の
中
心
的
存
在
で
し
た
。
ま

た
加
藤
清
正
や
歴
代
の
細
川
藩
主
た

ち
は
、
元
禄
・
宝
永
（
一
六
八
八
〜

一
七
一
〇
）
の
間
、
隈
府
町
奉
行
を
置

き
、
菊
池
氏
の
城
下
町
と
し
て
一
目
置

い
た
扱
い
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
隈
府
町

の
豪
商
た
ち
は
、『
嶋
屋
日
記
』
を
書

き
継
ぐ
こ
と
で
、
菊
池
氏
家
臣
の
末
裔

と
し
て
、
隈
府
町
を
見
守
っ
て
い
く
気

概
と
意
思
と
責
任
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
五
位
」
の
気き

位ぐ
ら
いの
高
さ
は
、
そ
の
自
信
と
誇
り
の
表

れ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
、
会
津

藩
の
橋は
し
つ
め詰
（
爪
）
介す
け

三さ
ぶ
ろ
う郎
は
、
横よ
こ

井い

小し
ょ
う
な
ん
楠
と
と
も
に
隈
府
を
訪
れ
、
そ
の
時

の
感
想
を
、水
戸
藩
の
藤ふ
じ
た田
東と
う
湖こ

に「
肥

の
菊
池
の
民
、
今
に
元
弘
・
建
武
の
事

を
慕
ひ
、
田
夫
、
野
老
と
い
へ
ど
も
、

猶
ほ
慨
然
と
し
て
之
を
語
る
。
人
心
に

固
結
す
る
の
深
き
、
実
に
感か
ん
そ
う愴
に
堪
へ

ず
」（『
見
聞
偶
筆
』）
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
文
の
中
に
、
隈
府

の
豪
商
た
ち
が
、
菊
池
氏
の
遺
民
と
し

て
、『
嶋
屋
日
記
』
を
書
き
継
い
だ
本

来
の
理
由
、
高
い
気
位
を
持
ち
続
け
た

根
拠
な
ど
を
解
く
鍵
を
見
つ
け
出
す
こ

と
が
で
き
そ
う
で
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉔

　

わ
た
し
は
、
水
平
社
宣
言
を
読
ん

で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
二
つ
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
今
こ
そ

私
た
ち
が
す
べ
て
の
人
間
を
尊
敬

し
、
差
別
を
な
く
そ
う
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
所
で
す
。
そ
れ

は
、
わ
た
し
は
、
友
達
の
悪
い
所
ば

か
り
見
て
い
て
、
い
い
所
は
見
て
な

か
っ
た
か
ら
、
こ
の
宣
言
文
を
読
ん

で
こ
れ
か
ら
人
を
尊
敬
し
て
い
こ
う

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
み

ん
な
が
人
を
尊
敬
し
、
差
別
が
な
く

な
る
と
い
い
な
あ
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

も
う
一
つ
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
人
間
に
光
あ
れ
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。「
人
の
世
に

熱
あ
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
差
別

を
な
く
す
情
熱
と
い
う
意
味
で
、
差

別
を
な
く
そ
う
と
い
う
勇
気
が
伝

わ
っ
た
か
ら
で
す
。「
人
間
に
光
あ

れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
み
ん
な
が

輝
こ
う
と
い
う
意
味
で
、
わ
た
し
は

あ
ま
り
人
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
は
っ

き
り
伝
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
人
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
伝
え

て
、
み
ん
な
、
輝
こ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
他
に
も
た
く
さ
ん
い
い
宣

言
文
が
あ
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
水
平
社
宣
言
文

を
読
ん
で
、
わ
た
し
も
宣
言
文
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
差
別

を
な
く
し
、
自
分
の
力
で
や
り
と
げ

て
い
こ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
わ

た
し
は
、
自
分
の
こ
と
は
、
自
分
で

や
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
ろ
う

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
前

ま
で
は
、今
は
、差
別
が
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
差
別
は

あ
っ
て
い
ま
す
。
差
別
さ
れ
て
苦
し

ん
で
い
る
人
た
ち
も
い
る
の
で
、
絶

対
に
差
別
は
、
許
せ
ま
せ
ん
。
も
し
、

差
別
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
ら
、

注
意
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
自
分

か
ら
差
別
を
な
く
そ
う
と
み
ん
な
に

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
差
別
が
な
く
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も

差
別
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

隈
府
豪
商
の
気
概

書
き
継
が
れ
た『
嶋
屋
日
記
』

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

水
平
社
宣
言
文
を
読
ん
で

    

河
原
小　

高
橋
実
里

（
平
成
19
年
度
卒
） 38

『嶋屋日記』（菊池市教育委員会蔵）

問い合わせ先  ☎（23）1155
夢 美 術 館 情 報

●絵手紙展　期間 : ７月９日（水）まで
●中熊信義個展
期間 : ７月 12日（土）～７月 21日（祝）
●かな書道展
期間 : ７月 25日（金）～７月 31日（木）
※７月 22日（火）は休館日

　平成 12年度に旧菊池市で発行され、好評によ
り売り切れていましたが、今回、掲載の範囲を新
市全域に広げ、新たに発行することができました。
郷土の歴史を学ぶための資料として手元に一冊お
持ちください。
●一冊　500円
問い合わせ先　生涯学習課文化振興係（中央公民館内）

「菊池市の文化財」を
発行しました

○菊池市の用途地域の建ぺい、容積率、高さ
による制限

用途地域の種類 建ぺい率 容積率 高さ制限
第一種低層住居専用地域 40％ 80％ 12ｍ
第二種低層住居専用地域 50％ 100％ 12ｍ
第一種中高層住居専用地域 60％ 200％ ‐
第一種住居地域 60％ 200％ ‒
第二種住居地域 60％ 200％ ‐
近隣商業地域 80％ 300％ ‐
商業地域 80％ 400％ ‐
準工業地域 60％ 200％ ‐
工業地域 60％ 200％ ‐

容積率と建ぺい率の考え方

　

前
回
、
都
市
計
画
区
域
に
指

定
さ
れ
た
場
合
の
規
制
や
効
果

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

土
地
利
用
の
中
で
も
、
用
途
地

域
を
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
都
市
計
画
④

土

地

利

用

菊池市では、菊池都市計画区域の次の区域が
用途地域の指定を行っています

○用途地域の種類

住
居
系
の
地
域

第一種低層
住居専用地域

低層住宅の良好な環境を守るための地域です。小規模
な店舗や事務所を兼ねた住宅や小中学校などが建てら
れます。

第二種低層
住居専用地域

主に低層住宅の良好な環境を守るための地域です。小
中学校などのほか、150㎡までの店舗などが建てられ
ます。

第一種中高層
住居専用地域

中高層住宅の良好な環境を守るための地域です。病院、
大学、500㎡までの店舗などが建てられます。

第二種中高層
住居専用地域

主に中高層住宅の良好な環境を守るための地域です。
病院、大学などのほか、1,500 ㎡までの店舗や事務所
など必要な利便施設が建てられます。

第一種住居
地域

住宅の環境を守るための地域です。3,000 ㎡までの店
舗、事務所、ホテルなどが建てられます。

第二種住居
地域

主に住居の環境を守るための地域です。店舗、事務所、
ホテル、パチンコ屋、カラオケボックスなどが建てられ
ます。

準住居地域 道路の沿道において、自動車関連施設などの立地と、
これと調和した住居の環境を保護するための地域です。

商
業
系

近隣商業地域
近隣の住民が日用品の買い物をする店舗等の業務の利
便の増進を図る地域です。住宅の他に小規模の工場も
建てられます。

商業地域
銀行、映画館、飲食店、百貨店、事務所などの商業等
の業務の利便の増進を図る地域です。住宅や小規模の
工場も建てられます。

工
業
系
の
地
域

準工業地域
主に軽工業の工場などの環境悪化の恐れのない工業の
業務の利便を図る地域です。危険性、環境悪化が大き
い工場の他は、ほとんど建てられます。

工業地域
主として工場の業務の利便の増進を図る地域で、どん
な工場でも建てられます。住宅や店舗は建てられます
が、学校、病院、ホテルなどは建てられません。

工業専用地域
専ら工業の業務の利便の増進を図る地域です。どんな
工場でも建てられますが、住宅、店舗、学校、病院、
ホテルなどは建てられません。
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水
質
検
査
結
果
お
よ
び
水
質
検
査

計
画
を
公
表
し
ま
す
。

●
水
道
法
24
条
の
２
に
定
め
る
水
質

基
準
項
目
水
質
検
査
結
果
の
公
表

　

平
成
19
年
度
に
行
っ
た
、
水
質
基

準
項
目
水
質
検
査
の
結
果
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
に

お
い
て
基
準
値
内
で
あ
り
、
良
質
な

水
道
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
、
菊
池
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
水
道
局
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

●
水
道
法
施
行
規
則
第
15
条
第
６
項

に
定
め
る
水
質
検
査
計
画
の
公
表

　

平
成
20
年
度
に
計
画
し
て
い
る
水

質
検
査
は
、
浄
水
（
塩
素
処
理
さ
れ

た
水
）、
原
水
（
水
源
地
の
塩
素
処

理
を
行
う
前
の
水
）
の
ほ
か
に
、
今

年
度
か
ら
原
水
の
農
薬
類
１
０
２
項

目
に
関
す
る
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

検
査
計
画
は
、
菊
池
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
水
道
局
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局

　

市
税
・
国
保
税
な
ど
の
徴
収
の
た

め
に
、差
押
え
た
家
電
製
品
や
食
器
・

日
用
品
類
な
ど
を
、
次
の
と
お
り
公

売
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と　

き　

７
月
９
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
（
開
場
は
午
前
８
時
30
分
）

と
こ
ろ

　

七
城
総
合
支
所
横「
七
城
公
民
館
」

公
売
物
件　

家
電
製
品
、
食
器
・
日

用
品
類
、
そ
の
他

※
詳
細
は
、
７
／
１
回
覧
板
の
「
公

売
会
チ
ラ
シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

公
売
方
法　

入
札
に
よ
る

当
日
必
要
な
も
の

①
印
か
ん
（
認
め
印
で
可
。
法
人
の

場
合
は
代
表
者
印
）

②
購
入
代
金
（
入
札
金
額
お
よ
び
消

費
税
）

③
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
）

④
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
す
る
場

合
）

そ
の
他

•
公
売
財
産
の
引
き
渡
し
は
、
買
受

代
金
納
付
時
の
現
況
有
姿
で
行
い

ま
す
。

•
公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
に
な
っ

た
差
押
物
件
は
、
公
売
中
止
と
な

り
ま
す
。

•
物
件
は
、
使
用
品
が
多
く
、
キ
ズ

な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
上
、
入
札
し
て
く

だ
さ
い
。

※
今
回
の
公
売
会
の
ほ
か
に
も
、

Y
a
h
o
o
!
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
）に
も
出
品
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
納
対
策
室

　

国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
今
年
も

高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、

①
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

②
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に
関

す
る
意
見
や
感
想

③
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見
学

し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
体
験

や
印
象

④
税
に
か
か
わ
る
家
族
の
体
験
談
や

周
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、
自
分

が
考
え
た
こ
と

　

な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

ば
何
で
も
結
構
で
す
。

　

字
数
は
、
２
、０
０
０
字
程
度
で
、

締
め
切
り
は
９
月
８
日
（
月
）
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
文

は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

国
税
庁
で
も
同
じ
内
容
の
テ
ー
マ
で

募
集
し
て
お
り
、字
数
は
１
、２
０
０

字
以
内
で
、
締
め
切
り
が
９
月
上
旬

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
奮
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
国
税
局
国
税
広
報
広
聴
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
e
‐
T
a
x
）」
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費

税
、
酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告
、
②

す
べ
て
の
国
税
の
納
税
、
③
法
定
調

書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
な
ど
）

が
自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

e
‐
T
a
x
に
関
す
る
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

※
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
質
問
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

●固定資産税　第２期
●国民健康保険税　第１期
※口座振替を利用している人は、７月
25日（金）に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

７月の「税」の納期限
７月３１日（木）
問い合わせ先　税務課

菊
池
市
の
水
道
水
は

良
質
で
す

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

ネ
ッ
ト
で
ど
こ
で
も
申
告
・

納
税「
e
‐
T
a
x
」

第
1
回
菊
池
市
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
!

　熊本県菊池保健所では、これまで県民の皆さんからの依頼を
受けて実施してきた水質検査業務を平成 20年３月末をもって
終了しました。
　平成 20年４月以降に井戸水などの水質検査を希望する人は、
厚生労働大臣の登録を受けた水質検査機関を利用いただくよう
お願いします。
　また、検査に当たっては、検査料金・持ち込み方法などを、
事前に各登録水質検査機関に問い合わせください。
　なお、保健所では、従来どおり井戸水などの水質に関する相
談に応じていますので、今後ともご利用ください。
　詳細は、熊本県菊池保健所または環境生活部水環境課へ問い
合わせください。

菊池保健所での
「井戸水等水質検査業務」を廃止しました

平
成
　
年
度

20

市有財産（土地）を公売します
問い合わせ先　財政課管財係

　菊池市では、市有財産（土地）を一般競争入札によ
り売り払います。一般競争入札に参加するためには、
参加申込が必要です。
　参加を希望する場合は「市有財産（土地）公売一般
競争入札参加申込書」（様式１号「※１」）を「入札参
加申し込み受付および方法」により提出してください。

■売払い物件
1号物件（野間口市有地）
①物件の表示
菊池市野間口字木ノ本 566番２
　宅地　954.39 ㎡
菊池市野間口字東　原 580番２
　宅地　479.21 ㎡
菊池市野間口字東　原 580番 20
　雑種地　　45㎡
菊池市野間口字東　原 581番１
　宅地　241.47 ㎡
面積合計 :台帳 1,720.07 ㎡
　実測 1,720.07 ㎡（520.32 坪）
②最低売却予定価格 :11,270,000 円
■入札参加申し込み受付および方法
受付期間　７月１日（火）～７月 30日（水）
　　　　　午前８時 30分～午後５時
※土曜、日曜、祝祭日は除きます。
受付場所　菊池市役所本庁舎２階　財政課管財係
申し込み方法
　市有財産（土地）公売一般競争入札参加申込書
（様式１号「※１」）に必要事項を記入、押印のうえ、
受付期間内に提出してください（郵送の場合は受付
期間内に必着のこと。メールでの受付はできません）。
•入札参加者は、参加申込書（様式１号「※１」）
と一緒に、法人にあっては法人登記簿謄本、個人
にあっては本籍地の市区町村長などの発行する身
分証明書の添付が必要です。
参加資格の承認
　参加申込書（様式 1号「※ 1」）を提出した人には、
入札日前までに参加資格の有無についてを申込者宛
てに通知します。

その他
　受付期限までに参加申込書（様式 1号「※ 1」）
の提出をしない人は、入札に参加できませんのでご
注意ください。
■現地説明の日時および場所
と　き　７月 18日（金）午前 10時～午前 11時
ところ　現地（菊池市野間口字木ノ本 566 番２地
内）
■入札の日時および場所
と　き　８月 12日（火）午前 10時
ところ　菊池市役所本庁舎３階第一委員会室
■一般競争入札参加者
　次の項目に該当しない人です。
•契約を締結する能力を有しない者（未成年者など）
•破産者で復権を得ない者
•その他地方自治法施行令 167 条の４第２項該当
者
■詳しくは、菊池市公告第 36号をご覧く
ださい。

「※１」様式１号は、財政課管財係にあります。また、
菊池市ホームページからダウンロードすることもで
きます。

売払い物件

菊之池小学校

●県内に検査施設を有する登録水質検査機関
•社団法人熊本県薬剤師会（熊本市）☎096（366）9372
•株式会社野田市電子（熊本市）　☎096（322）0167
•株式会社同仁グローカル（上益城郡益城町）

☎096（286）1311

•株式会社三計テクノス（熊本市）　☎096（388）1222
•ニチゴー九州株式会社（宇土市）　☎0964（22）4790
※この他にも県外に検査施設を有する登録水質検査機関
もあります。

問い合わせ先
•熊本県菊池保健所衛生環境課　☎（25）4135
•熊本県水環境課水道班　☎ 096（333）2302
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「
水
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
」
と
は
、
県
内
の
各
種
団
体
が
実

施
す
る
水
環
境
保
全
に
関
す
る
講
演

会
、
学
習
会
や
観
察
会
な
ど
に
対
し

て
、県
が
水
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
水

環
境
の
専
門
家
）
を
講
師
と
し
て
派

遣
し
、
地
域
に
お
け
る
水
環
境
保
全

の
た
め
の
活
動
や
学
習
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。

派
遣
の
対
象

○
対
象
と
な
る
主
催
者　

熊
本
県
内

の
地
域
団
体
、
環
境
保
全
団
体
、

企
業
な
ど

○
対
象
と
な
る
事
業　

熊
本
県
内
に

お
け
る
「
水
環
境
保
全
」
を
目
的

と
し
た
講
演
会
、
学
習
会
、
観
察

会
な
ど

派
遣
対
象
分
野
と
水
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
現
時
点
。
要
望
な
ど
に
応
じ
、

必
要
に
応
じ
て
追
加
）

•
台
所
に
お
け
る
生
活
排
水
対
策
に

関
す
る
も
の　

川
口
惠
子
さ
ん

•
森
と
水
の
関
係
を
通
し
て
水
環
境

を
考
え
る
も
の　

沢
畑　

亨
さ
ん

•
水
質
全
般
に
関
す
る
も
の

　

久
間
公
一
さ
ん

•
身
近
な
川
の
調
査
（
水
生
生
物
・

水
質
検
査
）
を
通
し
て
水
環
境
を

考
え
る
も
の　

金
子
好
雄
さ
ん

•
浄
化
槽
の
役
割
や
保
守
管
理
の
重

要
性
に
関
す
る
も
の

　

東　

幸
宏
さ
ん

※
こ
れ
ま
で
の
内
容
（
平
成
19
年
度

実
績
な
ど
）
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
み
ん
な
の
川
と
海
づ
く
り
県
民

運
動
）を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ド
レ
ス:h

ttp
://w

w
w
.

　

p
re
f.ku
m
a
m
o
to
.jp
/e
c
o
/

　

m
o
ve
m
e
n
t/in
d
e
x.h
tm
l

経
費
な
ど

•
水
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に

関
す
る
旅
費
や
謝
金
は
、
県
が
負

担
し
ま
す
。

•
１
回
の
派
遣
時
間
は
、
原
則
２
時

間
以
内
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

熊
本
県
水
環
境
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
２

ま
た
は　

菊
池
地
域
振
興
局
衛
生
環

境
課　

☎
（
25
）
４
１
３
５

　菊池市野間口区の熊本電鉄バスと産交バスの
停留所が変更になります。
　平成 20 年７月上旬から平成 20 年 11 月下
旬までの期間、市道野間口インター線の野間口
区内の下水道工事を予定しており、車両通行止
めとなるため、野間口のバス停の位置を変更し
ます。工事期間中のバス停の位置は、野間口元
コンビニ付近（別添位置図）になる予定です。
西野間口バス停は、工事期間中閉鎖しますので、
最寄のバス停をご利用ください。
　工事期間中、住民の皆さんには大変ご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いしま
す。交通規制が解除になり次第、バス停の場所
を元に戻します。
問い合わせ先　下水道課

　「チーム・マイナス６％」では、CO ₂削減のため、具体
的な６つのアクションを提案しています。一人ひとりが毎
日少しずつ気を付ければ、チーム全体では大きな削減効果
が期待できます。
　あなたができることを行動に移す。これが第一歩。身近
に取り組めるアクションの５つ目を紹介します。皆さんも
ぜひ取り組んでみてください。

〈アクション５:
買い物とごみで減らそう〉
過剰包装を断ろう

★過去に紹介したアクション★
①「温度調節で減らそう」:暖房時の室温は 20℃にしよう。
②「水道の使い方で減らそう」:蛇口はこまめにしめよう。
③「自動車の使い方で減らそう」: エコドライブをしよう。
④「商品の選び方で減らそう」: エコ製品を選んで買おう。

問い合わせ先　環境課環境政策係

地球温暖化を止めよう！！シリーズ⑤

水
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

県
環
境
生
活
部

各
地
域
振
興
局（
保
健
所
）

利
用
団
体

⑤派遣事業実
施報告書の
提出

①派遣事業申
込書の提出

⑥進　達

②進　達

⑦謝金等支払い

③派遣依頼・
承諾

④派　遣

　この事業は浄化槽本体を市で設置し、市が浄化槽本体の
維持管理をしていく事業です。
　工事費の一部負担をしていただくだけで、公共事業で浄
化槽本体を設置できます。

設置に伴う負担金および月々に伴う使用料

浄化槽の規模

5人槽 7人槽 10人槽

（延べ床面
積130㎡未
満）

（延べ床面
積130㎡以
上）

（浴室およ
び台所が2
カ所以上）

負担金（一回払い） 88,000円 102,000円 129,000円

使用料（月々） 4,920円 5,810円 7,160円

注意事項
○下水道区域内ではこの事業は実施できません。
○放流先が確保されていない場合は設置できません。
○工事を施工するため
•５人槽 3.5m× 4.7m
•７人槽 3.9m× 4.9m
•10人槽 4.1m× 5.5m
程度の用地が必要となります。
○ 工事の着工は、入札などの事務処理のため申請書受付か
ら１カ月半以降となります。

※事業の詳細は下記までご相談ください。
問い合わせ先
　下水道課（菊池市浄水センター内 :菊池市赤星）
　または 各総合支所建設課

工事負担区分

　浄化槽をつけることで生活環境を整
備して、快適な生活を送ることができ
ます。さらに、きれいな水を流して美
しく豊かな自然を守ることができま
す。
　このほかにも浄化槽にはいくつかの
すぐれた点があります。
● 生活排水の汚れが 1/10 に減り、き
れいに処理した水を放流できます。
● 処理水をその場で放流することで、
身近な川の水量を確保できます。
● 水洗トイレで毎日の生活が快適にな
ります。
　右図に示すとおり、合併浄化槽と単
独浄化槽およびくみ取りでは、河川へ
放流する汚れが大きく違います。きれ
いな川を未来の子どもたちに残すため
に合併浄化槽の設置をご検討くださ
い。
　菊池市では、合併浄化槽を今まで以
上に設置しやすくなるように、次のと
おり事業を移行しました。

本人で負担していただく部分
○トイレの水洗便器購入費

○トイレの改造費・水道工事費

○ 台所・風呂場・トイレから浄化槽までの配管工事費

および浄化槽から排水先までの配管工事費

○浄化槽設置場所における支障物除去費など

○ 駐車場対応など（特殊工事）に係る工事費

浄化槽市町村整備推進事業（市町村設置型）とは？

合併浄化槽を設置した場合の利点

合併処理浄化槽の場合

合併浄化槽・単独浄化槽・くみ取りの放流水の汚れ比較図

※１人が１日に出す汚れの量は約 40ｇ（雑排水 27ｇ＋し尿 13ｇ）になります。

台所・浴室

洗面所など

し　尿 側溝等に放流

雑排水

トイレ 13g

27g 4g合併処理
浄化槽

単独処理浄化槽の場合

台所・浴室

洗面所など

し　尿 側溝等に放流

雑排水

トイレ 13g

32g
27g

単独処理
浄化槽

くみ取り式トイレの場合

台所・浴室

洗面所など

し　尿

側溝等に放流
雑排水

13g

27g

5g

27g

バキュームカー
で引き抜き

し尿処理
施設で処理トイレ

合併浄化槽整備事業が移行しました
浄化槽設置の補助金交付事業（個人設置型）は

浄化槽市町村整備事業（市町村設置型）へ移行しました。
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独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若

年
者
公
共
職
業
訓
練
（
職
場
実
習

付
）「
パ
ソ
コ
ン
実
務
会
計
科　

山

鹿
コ
ー
ス
」
の
実
施
に
伴
い
、
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
に
求
職
申
込
を
し
た
35
歳
以
下

の
離
職
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
再

就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う
各
地
域
の

専
門
学
校
等
を
利
用
し
て
職
業
訓
練

を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し

て
い
る
職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能

を
習
得
で
き
る
よ
う
応
援
を
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
入
学
金
お
よ
び
受
講
料
は

無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
や
そ
の

他
の
経
費
と
し
て
、
１
７
、０
０
０

円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

募
集
期
間

　

７
月
14
日（
月
）〜
７
月
31
日（
木
）

訓
練
期
間

　

９
月
３
日
（
水
）

〜
平
成
21
年
１
月
28
日
（
水
）

訓
練
会
場　

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ

コ
ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
山
鹿
市
鹿

央
町
持
松
１
５
９
‐
２
）

申
し
込
み
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
委
託
訓
練
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
０
３
９
４

　

豪
雨
な
ど
で
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
国
や
市
の
補
助
事
業
で
復
旧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
国
庫
災
害
復
旧
事
業

　

農
地
（
田
畑
）
お
よ
び
農
業
用
施

設
（
農
道
や
水
路
な
ど
）
で
事
業

費
が
40
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象
で
、

地
元
（
受
益
者
）
負
担
が
あ
り
ま
す
。

基
本
負
担
率

•
農
地
の
場
合

　

地
元
負
担
40
％
、国
庫
補
助
50
％
、

市
補
助
10
％

•
農
業
用
施
設
の
場
合

　

地
元
負
担
20
％
、国
庫
補
助
65
％
、

市
補
助
15
％

②
菊
池
市
小
災
害
復
旧
事
業

　

国
庫
災
害
の
対
象
と
な
ら
な
い
箇

所
に
つ
い
て
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

•
農
地
（
田
畑
）
の
場
合

　
　

一
箇
所
の
工
事
費
が
５
万
円
以

上
10
万
円
以
下
の
も
の
で
、
３
分

の
１
の
額
を
補
助

•
農
業
用
施
設　
（
農
道
や
水
路
な

ど
）
の
場
合

　
　

一
箇
所
の
工
事
費
が
５
万
円
以

上
40
万
円
以
下
の
も
の
で
、
２
分

の
１
の
額
を
補
助

※
①
・
②
ど
ち
ら
か
の
事
業
で
復
旧

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
区
長

さ
ん
の
取
り
ま
と
め
に
な
り
ま
す

の
で
、
災
害
発
生
後
３
日
以
内
に

災
害
箇
所
の
属
す
る
区
長
さ
ん
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

現
地
確
認
な
ど
を
し
て
、
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
区
長
さ
ん
へ
の
連
絡
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

被
災
箇
所
、
被
災
種
別
（
田
・
畑
・

農
道
・
水
路
な
ど
）、
被
災
規
模
（
延

長
・
高
さ
・
幅
な
ど
）、
耕
作
者
名
、

代
表
者
名
、
電
話
番
号

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

豪
雨
な
ど
で
自
宅
裏
山
な
ど
の
崖

崩
れ（
災
害
）が
発
生
し
た
場
合
、県
・

市
の
補
助
事
業
で
復
旧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
①
・
②
・

③
の
用
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
単
県
治
山
事
業
」
採
択
用
件

①
公
共
施
設
（
老
人
福
祉
施
設
な
ど

を
含
む
）、
人
家
２
戸
以
上
、
農

業
用
排
水
施
設
お
よ
び
農
地
で
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
い
ず
れ
か
が

保
全
対
象
で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
費
１
０
０
万
以
上
で
あ
る
こ

と
。

③
事
業
費
に
対
し
20
％
の
受
益
者
負

担
金
を
納
め
る
こ
と
。

　

単
県
治
山
事
業
で
復
旧
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
各
区
長
さ
ん
の
取
り

ま
と
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
災
害
発

生
後
３
日
以
内
に
災
害
箇
所
の
属
す

る
区
長
さ
ん
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
現
地
確
認
な
ど
を
し
て
、

負
担
金
の
支
払
い
に
対
す
る
同
意
書

な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
区
長
さ
ん
へ
の
連
絡
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

被
災
箇
所
、
保
全
対
象
（
公
共
施

設
・
人
家
・
用
排
水
施
設
・
農
地
）、

被
災
規
模
（
延
長
・
高
さ
・
幅
な
ど
）、

地
権
者
名
、
電
話
番
号

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

受験資格
○高卒程度
　昭和 59年４月２日から平成３年４月１日までに
生まれた者
○短大卒程度
　昭和 57年４月２日から平成元年４月１日までに
生まれた者
○大卒程度
　昭和 55年４月２日から昭和 62年４月１日まで
に生まれた者

自
宅
裏
山
な
ど
で
災
害
が

発
生
し
た
ら
補
助
事
業
で

復
旧
が
で
き
ま
す

　菊池市内で、畜産農家の飼料高騰、里山付近でみられる耕
作放棄地問題などの対策として、放牧に取り組もうとする畜
産農家に対し、未利用地の活用、労働力の省力化、規模拡大
の促進を目的に補助金を交付します。
交付対象者　菊池市在住で畜産業を営む者で、放牧予定地は
菊池市管内とします。
補助金の額・対象経費　放牧を行うために要する経費とし、
50万円を限度とし、予算の範囲内で交付します。
問い合わせ先　農林振興課畜産係

　菊池市内で、イノシシなど野生動
物による農林作物被害を防止するため、
生産者に対し電気牧柵設置費用の一部
を補助し、農林業生産の安定化を図る
ことを目的としています。
交付対象者　菊池市在住者で、イノシ
シなど野生動物による農林作物への被
害が顕著である農地・林地の所有者お
よび耕作者。
補助対象経費　電気牧柵を新設するた
めに要する経費とし、電気牧柵器本体、
外柵用部材（支柱、絶縁ガイシ、柵線）
および周辺部材（検電器、巻取器）の
資材費とします。
補助金の額
○個人の場合･･･事業費の１/３以内
○団体の場合･･･事業費の１/２以内
　個人・団体ともに１申請箇所あたり
５万円を限度とし、千円未満切捨てと
します。
問い合わせ先　農林振興課林政係

菊池市獣害防止対策事業
を新設しました

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

菊池市型家畜放牧モデル事業を新設しました

　平成 20年度菊池広域連合消防
本部消防職員の採用試験を次の要
領で行います。
職種　消防
業務内容　消防業務
受験資格　昭和 59年４月２日か
ら平成３年４月１日までに生まれ
た者
試験の内容　第１次試験（筆記試
験）高校卒業程度
試験日　９月 21日（日）
受付の期間　
７月 28日（月）～８月 15日（金）
※土曜日、日曜日を除く
問い合わせ先
　菊池広域連合消防本部総務課
　☎ 096（232）9331

自衛官募集案内菊池広域連合
消防職員を募集します

募集職種・区分および採用予定者数
程　　度 職　　種 採用予定者数

高卒程度
一般事務 ２名程度
介護士 ３名程度

短大卒程度
管理栄養士 １名程度
看護師 ２名程度

大卒程度
行　政 ６名程度
建　築 １名程度

応募要領
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

航空学生
海・空（男・女）

８月１日
～９月10日

１次：９月23日
２次：10月18日

～23日
３次：11月15日

～12月12日

高卒（見込含）
21歳未満の者

一般曹候補生
陸・海・空（男・女）

８月１日
～９月10日

１次：９月20日
２次：10月９日

～16日

18歳以上
27歳未満の者

２
等
陸
・
海
・
空
士

平成21年
３・４月採
用陸・海・
空士

男子 ８月１日
～９月10日

筆記試験
９月20日
口述試験・身体検
査　９月25日

～10月２日
18歳以上
27歳未満の者

女子 ８月１日
～９月10日

筆記試験、口述試
験　９月28日
身体検査
　９月29日

陸海空士 男子 年間を通じて行っています
受付時にお知らせ
します

問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎（24）2772

　昭和 62年４月２日以降に生まれた者で次に掲げ
るもの
ア　大学を卒業した者または平成 21年３月末ま
でに大学を卒業する見込みの者

イ　菊池市長がアに掲げる者と同等の資格がある
と認める者

受付期間　７月 28日（月）
～８月 15日（金）まで※土日を除く

試験日
○一次　９月 21日（日）　県立翔陽高校試験会場
○二次　10月下旬（予定）菊池市役所
申込書の請求
　申込用紙は、菊池市役所　職員課（本庁）および
各総合支所　総務振興課に用意しています。
※詳細は、菊池市役所本庁および各総合支所掲
示板、公式ホームページに掲載します。（ホー
ムページアドレス :http://www.city.kikuchi.
kumamoto.jp/）
問い合わせ・申し込み先　職員課

平成19年発生の農地災害

菊池市職員を募集します 平成20年度菊池市職員採用試験
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職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
公
的
資
格
試
験
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た「
ビ
ジ
ネ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー

ソ
ン
の
職
務
を
広
く
網
羅
し
た
唯
一

の
「
公
的
資
格
試
験
」
で
、
試
験
は

１
・
２
級
お
よ
び
３
級
の
レ
ベ
ル
に

体
系
化
さ
れ
、
実
務
に
則
し
た
専
門

的
知
識
・
能
力
を
客
観
的
に
評
価
し

ま
す
。

　

企
業
で
は
社
員
の
実
務
能
力
の
客

観
的
な
評
価
や
人
事
開
発
な
ど
に
、

個
人
に
と
っ
て
は
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ

プ
な
ど
に
幅
広
く
活
用
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.b
c
.ja
va
d
a
.o
r.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
験
申
請
受
付

　

７
月
22
日（
火
）〜
８
月
25
日（
月
）

試
験
実
施
日　

10
月
５
日
（
日
）

受
験
資
格　

受
験
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
年
齢
や
実
務
経
験
に
関
係

な
く
、
誰
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

試
験
分
野　

労
務
管
理
、
人
事
・
人

材
開
発
、
経
理
、
営
業
、
財
務
管
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
情
報
シ
ス

テ
ム
、
生
産
管
理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
職
業
能
力

開
発
協
会
総
務
・
開
発
振
興
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

平
成
20
年
度（
前
期
）ビ
ジ

ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

　

２
回
目
の
今
回
は
「
韓
国
人
の
気

質
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

食
べ
物
を
、
ア
メ
リ
カ
人
は
胃
で
、

中
国
人
は
舌
で
、
日
本
人
は
目
で
食

べ
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

　

韓
国
人
は
と
い
う
と
、
お
腹
で
食

べ
る
と
い
う
表
現
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

韓
国
人
は
、
お
客
さ
ん
に
た
く
さ
ん

食
べ
さ
せ
る
こ
と
を
礼
儀
と
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
の
言
葉
も
「
ど
う
ぞ
沢

山
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
で
す
。

そ
し
て
、
食
卓
の
脚
が
曲
が
る
ほ
ど

一
杯
ご
馳
走
を
並
べ
る
こ
と
を
美
徳

と
思
い
ま
す
。
見
た
目
よ
り
量
と
い

う
考
え
方
が
隠
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

目
で
食
べ
る
と
い
う
日
本
食
文
化

は
、
礼
儀
や
控
え
目
な
態
度
、
敬
語

の
使
い
方
な
ど
に
も
よ
く
現
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
韓
国
人
は
「
表
面
は
ぶ
っ

き
ら
ぼ
う
だ
け
ど
心
は
本
当
に
良
い

人
だ
」
と
い
う
表
現
を
よ
く
使
い
ま

す
。
こ
れ
は
表
現
す
る
の
は
下
手
だ

が
、
気
立
て
は
優
し
い
人
だ
と
い
う

意
味
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
化
は
、
人
間
関
係

に
も
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
ま
す
。
日

本
社
会
が
相
手
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

お
互
い
の
空
間
を
侵
犯
し
な
い
気
質

な
ら
、
韓
国
人
は
お
互
い
に
共
有
す

る
部
分
が
多
い
ほ
ど
親
密
さ
を
感
じ

ま
す
。
知
人
宅
の
冷
蔵
庫
の
中
に
何

が
あ
る
か
、
さ
じ
と
箸
が
い
く
つ
あ

る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
知
っ
て
い
る

と
言
う
こ
と
が
親
密
さ
を
現
わ
す
尺

度
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使
わ
れ
る
表

現
で
す
。

　

ま
た
、
韓
国
人
は
「
表
裏
一
体
」

と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
裏
表
が
な

い
こ
と
を
よ
り
価
値
が
あ
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
言
い
換

え
れ
ば
、
人
間
関
係
で
直
接
的
な
話

し
方
や
率
直
な
感
情
表
現
を
好
む
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
韓
国
人
は

喜
怒
哀
楽
の
感
情
表
現
を
ス
ト
レ
ー

ト
に
現
わ
し
ま
す
。
こ
う
い
う
点
は

話
す
と
き
も
一
緒
で
す
。
韓
国
人
同

士
で
の
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
か

な
り
強
い
口
調
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
２
年
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
際
、
韓
国
で
は
全
国
民
を

上
げ
て
お
祭
り
ム
ー
ド
に
な
り
、
韓

国
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
こ
と
に
よ
く

表
れ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
短
い
旅
行
を
通

し
て
、
最
も
近
い
隣
り
の
国
、
韓
国

を
訪
問
し
、
日
本
と
は
違
う
韓
国
の

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
文
化
を
経
験
し

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

韓
国
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
②

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

　菊池都市間交流の会は、姉妹都市の宮崎県西米良
村、友好都市の岩手県遠野市などとの交流を通して、
菊池の活性化のために活動を行っている市民活動団
体です。
　まずは自らの郷を知るために、菊池市の歴史、文
化財などを楽しく学ぶ「きくち楽習大学」を開催し
ます !たくさんのご応募お待ちしています !!（募集
要件は下記をご覧ください。）　
　当会では他にも様々な楽しい交流事業を計画して
います（２月の岩手県遠野市への市民交流団派遣な
ど）。随時お知らせします。
募集期間　７月１日（火）～８月８日（金）
募集人数　45人（先着）
※①～④まで受講できる市民の人なら、どなたでも
参加できます。

受講料　1,000 円 / １人
※初回講座の際にご持参ください。
※③は、別途参加費が 2,000 円程度必要です。
申し込み方法　菊池市役所国際交流課まで、氏名、
住所、年齢、電話番号をご連絡ください。
主　催　菊池都市間交流の会
問い合わせ・申し込み先　国際交流課

講座名 開催時期

（
全
４
回
）

き
く
ち
楽
習
大
学

①菊池神社宝物殿、守山
城めぐり ①９月６日（土）

②旭志の文化財、史跡め
ぐり ②10月18日（土）

③増田敬太郎さんゆかり
の地を訪ねて～佐賀県
唐津市（旧肥前町）～

③11月15日（土）

④西南戦争における菊池
での戦跡めぐり ④ 12月６日（土）

きくち楽習大学　受講生募集第5回韓国映画祭inきくち
～もっと知ろう！韓国～

と　き　8月23日（土）・24日（日）
ところ　菊池市文化会館

　８月 23日（土）　☆井筒和幸監督来たる !☆
　　午後０時 30分　オープニングセレモニー
　　午後１時　パッチギ！　上映
　　午後３時 10分　パッチギ！ LOVE&PEACE　上映
　　午後５時 30分　井筒監督の講演と討論
　　●入場料（23日のみ）※それぞれの入場券はありません。
　　当日券 1,700 円、前売り券 1,500 円

　８月 24日（日）
　　午前 10時　マラソン　上映
　　午後１時　カンナさん大成功です !　上映
　　午後３時 30分　MUSA‐武士‐　上映
　　●入場料　各 500円

主　催　きくち韓国映画祭実行委員会　
問い合わせ・チケット販売先
　国際交流課、商工観光課、各総合支所総務振興課、
　または菊池夢美術館　☎（23）1155

白龍・子白龍担ぎ手募集!
舞台出演者募集!

と　き　８月９日（土）
午後５時10分～午後９時
※雨天の場合は、翌10日　
　（日）に順延
ところ 菊池市民広場一帯

　白龍伝説を再現して製作された「巨大白龍」や「子白龍」が
商店街を練り歩き、メイン会場となる市民広場の特設ステージ
では、各種団体による舞台イベントを予定しています。さらに、
クライマックスには、約 3,000 発の花火が夜空を彩ります。
　また、当日は、迎町、中央通、立町、横町など地元の商店街
で、七夕飾りも実施されいっそう夏まつりを盛り上げます。
　多くの担ぎ手により練り歩く迫力ある「巨大白龍」や小学生
が担ぎ手となるかわいい「子龍」をぜひ会場でご覧ください。
　当日は、交通規制がかかります。ご迷惑をおかけしますがご
協力お願いします。
スケジュール予定
午後５時 10分～　白龍・子龍神輿（商店街）練り歩き
○ステージイベント
午後５時 30分～　各種団体の演舞（午後８時 30分終了）
※ステージイベント出演団体は、募集中です。（右記事参照）
午後８時 30分～　花火打ち上げ（午後９時終了予定）
※出演団体により変更になることもありますのでご了承くださ
い。
主　催　菊池市祭り実行委員会
その他　駐車場無料（400台）
問い合わせ先　商工観光課（閉庁日は除く）

　菊池白龍会では、８月９日開催の「菊池夏
まつり」に、元気で明るい舞台出演者と、我
こそはという人「白龍の担ぎ手」を募集して
います。
　“08夏の思い出として出演・参加していた
だき、一緒に夏まつりを盛り上げましょう !
　きっと新たな出会いとシビれる感動があな
たを待っているはずです。
募集期間　７月 10日（木）締め切り
募集内容
○白龍担ぎ手
　対象者は 18歳以上の男性
○子白龍担ぎ手
　対象者は、小学４～６年生の児童
○舞台出演
　菊池市で活躍している団体・グループ
問い合わせ先
　菊池白龍会事務局（菊池青年会議所内）
　☎（23）1110
　※月～金曜日の午前 10時～午後３時
　Fax（23）1115

昨年の花火

昨年の「菊池夏まつり」で白龍を操る有志たち

内　容（料金）

菊池市役所
国際観光マネージャー
金相廷さん
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２
０
０
８
日
韓
文
化
交
流
キ
ャ
ン
プ

き
く
ち
森
の
中
の
幼
虫　
参
加
者
募
集

　

菊
池
市
水
泳
協
会
で
は
、
泳
げ
な

い
子
を
対
象
に
、
短
時
間
で
集
中
的

に
水
泳
教
室
を
開
き
ま
す
。

対
象
者　

菊
池
市
に
在
住
す
る
幼
児

か
ら
小
学
生
（
４
歳
〜
12
歳
）

指
導
日
程　

７
月
22
日
（
火
）

　

〜
26
日
（
土
）
ま
で
の
５
日
間

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

受
講
料　

１
人
３
、０
０
０
円

指
導
場
所　

菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

指
導
者　

菊
池
市
水
泳
協
会
員

申
込
日
時　

７
月
15
日
（
火
）
〜
19

日
（
土
）
の
午
後
５
時
30
分
〜
午
後

７
時

申
込
場
所　

菊
池
市
水
泳
協
会
事
務

所
（
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
水
泳
協
会

事
務
所　

☎
（
25
）
５
６
３
０

ま
た
は　

和
田

☎
０
８
０
（
５
２
０
２
）
４
７
５
４

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
日
本
と
韓
国

の
子
ど
も
た
ち
が
共
同
し
て
創
り
あ

げ
る
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
川
遊
び
、
地
域

探
索
、
虫
と
り
、
き
も
だ
め
し
な
ど

の
楽
し
み
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

食
事
づ
く
り
や
洗
濯
な
ど
、
日
ご
ろ

で
き
な
い
様
々
な
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
や
環
境
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
考
え

て
行
動
し
ま
す
。
日
本
と
韓
国
、
生

活
習
慣
や
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え

て
、
遊
ん
だ
り
友
だ
ち
を
つ
く
っ
た

り
、
冒
険
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
は
、

子
ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
に
、

思
い
切
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
子
ど
も
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
４
日
（
月
）
〜
８
日

（
金
）
４
泊
５
日

と
こ
ろ　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交

流
館
と
そ
の
周
辺

対　

象　

小
学
校
３
年
生
〜
中
学
校

３
年
生

参
加
費　

２
５
、０
０
０
円

定　

員　

30
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

N
P
O
法
人
き
ら
り
水
源
村

　

☎
（
23
）
４
０
１
１

　

菊
の
愛
好
者
が
集
う
菊
ま
つ
り
推

進
委
員
会
で
は
、
10
月
ま
で
の
毎
月

第
１
土
曜
日
に
菊
づ
く
り
の
講
習
会

を
実
施
し
て
、
11
月
１
日
か
ら
の
菊

人
形
菊
ま
つ
り
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　

菊
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
（
閉
庁
日
は
除
く
）

　

今
年
度
も
「
子
ど
も
の
ゆ
め
基
金

助
成
活
動
」
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

よ
み
聞
か
せ
を
通
し
て
絵
本
や
本

に
親
し
み
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
い
っ
ぱ
い

に
広
げ
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
も
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と　

き

第
３
回　

７
月
19
日
（
土
）

第
４
回　

８
月
16
日
（
土
）

第
５
回　

９
月
20
日
（
土
）

第
６
回　

10
月
18
日
（
土
）

第
７
回　

11
月
15
日
（
土
）

第
８
回　

12
月
20
日
（
土
）

※
い
づ
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

白
ゆ
り
ゆ
め
広
場

　
（
立
町
・
三
木
誠
文
堂
跡
）

内　

容

　

よ
み
聞
か
せ
、
絵
本
づ
く
り

問
い
合
わ
せ
先　

白
ゆ
り
グ
ル
ー
プ

　

安
武　

☎
（
25
）
０
９
５
４

　

１
９
９
９
年
７
月
１
日
に
精
神
保

健
福
祉
法
が
施
行
し
ま
し
た
。
日
本

精
神
科
看
護
技
術
協
会
で
は
、
そ
の

日
を
記
念
と
し
て
「
こ
こ
ろ
の
看

護
の
日
」
と
位
置
づ
け
、
２
０
０
２

年
か
ら
は
「
こ
こ
ろ
の
日
」
と
改
め
、

広
く
一
般
市
民
を
対
象
に
し
て
全
国

各
地
の
支
部
で
啓
発
活
動
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
支
部
で
は
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ

　

合
志
市
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容

○
講
演
会

　
「
精
神
障
害
者
の
理
解
と
地
域
支

援
に
つ
い
て
」

　

聖
路
加
看
護
大
学
教
授

　

萱
間
（
か
や
ま
）
真
美
氏

○
こ
こ
ろ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
ノ
瀬
た
け
し
氏

○
展
示
・
販
売

　

授
産
施
設
・
精
神
障
害
者
作
業
所

の
皆
さ
ん
の
作
品

主　

催　

日
本
精
神
科
看
護
技
術
協

会
熊
本
県
支
部

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
有
働
病
院
（
川
口
）

　

☎
（
25
）
３
１
４
６

あ
な
た
も
菊
づ
く
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　初心者向けの料理教室です。
いろいろな料理を作って、楽し
く活動していきましょう。
と　き
•男性限定クラス（初心者向）
　第１・３火曜日
•女性限定クラス（初心者向）
　第２・４火曜日
ところ
　菊池市勤労青少年ホーム
会　費　月２回で 3,000 円
対象年齢　18 歳以上（高校生
不可）上限無し
問い合わせ先　菊池市勤労青少
年ホーム　☎（24）1044
※受付時間は平日の
　午後３時 30分～午後９時。

　今年の菊池アイスキャンペーンでは、各店個性豊か
なアイスが勢ぞろい！また、菊池アイスドライブマッ
プに各店のスタンプを３つ集めたらアイスのプレゼン
ト（１個）がある、うれしい特典付きです。
　期間限定として、キャンペーン加盟店 10店舗の菊池アイス・お菓子のセッ
ト「うまかもんギフト」も承ります。
一次締め切り　７月６日（日）/発送　７月 10日（木）
二次締め切り　８月３日（日）/発送　８月７日（木）
問い合わせ先　菊池アイス推進協議会事務局（渡辺商店）☎（25）2306

よ
み
聞
か
せ

「
白
ゆ
り
ゆ
め
広
場
」

参
加
者
募
集

　鳳儀山聖護寺での生活体験を通して、先人の歩みを
学んだり、日常生活の作法を身に付けたりしてみませ
んか。心静かに日常生活を見直す機会となります。
　また、親と子がともに参加して同一体験をすること
により、共通の理解を深め、家族の絆をいっそう深め
ることもできます。
と　き　（日帰りコース）８月１日（金）
ところ　鳳儀山聖護寺（菊池市班蛇口 2034）
参加者　小・中学生（幼稚園児も可）の親子
費　用　（日帰りコース）
　　　　大　人　1,500 円 / 子ども　1,000 円
主　催
　鳳儀山聖護寺護持会・菊池郡市退職校長会有志
申し込み方法　住所、氏名、学年、電話番号を明記の
上、申し込んでください。
※申し込みをした人には、詳しい計画表を後日発送し
ます。
申し込み先　〒 861-1333　菊池市隈府 775番地
　宮本内科クリニック内　聖護寺護持会事務局
問い合わせ先　星野徳光　☎（25）3792

聖護寺「鳳山塾」塾生募集

料 理 教 室

菊池アイスキャンペーン2008
平成20年7月1日（火）～9月30日（火）

菊まつりに出品された「大輪菊」

菊
池
市
初
心
者
水
泳
教
室

生
徒
募
集

　小・中学生なら誰でも参加できます。
ふるって参加ください。
と　き　８月４日（月）午前９時開会
ところ　旭志公民館
　　　　（多目的研修センター）
参加料　無料
表　彰　優勝、準優勝、３位まで
　　　　他に参加賞もあります
申し込み方法　７月 25日（金）までに、
菊池市教育委員会旭志分室教育課に電
話で申し込んでください。
主　催　菊池市教育委員会　旭志分室
協　賛　旭志くらだけ友の会育成会
問い合わせ・申し込み先
　教育委員会旭志分室教育課

　正観寺では恒例の地蔵祭りを行います。
地域の子どもたちが、祭りの準備や箱庭づ
くりを行い、参拝される方々を出迎えます。
　この祭りには、毎年多くの方々に参拝し
ていただいており、子どもたちも楽しい思
い出を作っています。
　多数の皆さんの参拝をお待ちしています。
と　き　７月 24日（木）
　　　　午後６時～午後９時
ところ　正観寺地蔵堂
内　容　輪投げ、くじ、ラムネ、フリーマー
ケットなど
問い合わせ先　樋口和代　☎（25）2703

第15回七城映画の日（入場無料）
と　き　７月 26日（土）　　ところ　七城町鴨川公園
内　容　午後５時～午後７時　プロレスリングタッグマッチ
　　　　午後７時 30分～午後９時映画「サーフズアップ」上映
　　　　午後９時～　お楽しみ抽選会
その他　キッズサッカー教室、町内商店による夜市など盛りだくさ
　　　　んの内容です。
問い合わせ先　七城町商工会　☎（25）1669
※雨天の場合は七城体育館

かつてない

笑劇
第二弾 
と　き　８月２日（土）
午後４時～午後９時 45分
ところ　本田技研工業（株）総合
グラウンド（HSR九州内）
イベント　ホンダ製品展示コー
ナー、タレントショー、キャラク
ターショー、夜店、花火、お化け
屋敷、お子様対象イベント、魚の

つかみ取り、お楽しみ大抽選会、
お楽しみ新企画
無料送迎バス　大津駅発、マル
キョウ（合志店）発、吹田団地発
のルートがあります。
問い合わせ先　本田技研工業（株）
熊本製作所　緑陽会
☎ 096（293）1352

生徒募集

こ
こ
ろ
の
日
〜
精
神
障
害
者

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
〜

参
加
者
募
集（
入
場
無
料
）

'08Honda夏まつり
すべてに驚愕！すべてに夢中！！入場無料

第13回
子ども囲碁・
将棋大会
参加者募集

第13回
子ども囲碁・
将棋大会
参加者募集

正観寺地蔵祭りに
お越しください
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★

★

★★ ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

★

★★

内　

容　

セ
ン
タ
ー
恒
例
の
楽
し
く

不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
す
。

夏
休
み
の
ひ
と
時
、
マ
ジ
ッ
ク
を
見

て
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

対　

象　

大
人
も
子
ど
も
（
乳
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）
も
大
歓
迎
。

●
太
鼓
と
芝
居
の
た
ま
っ
子
座
公
演

と　

き　

７
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

菊
之
池
小
学
校
体
育
館

内　

容　

わ
く
わ
く
！
ニ
コ
ニ
コ
！

の
太
鼓
と
お
芝
居
「
い
ち
に
の
ド

ン
・
・
い
の
ち
の
音
が
は
ず
ん
で

る
！
」

※
海
外
や
日
本
全
国
を
公
演
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
感

動
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
幼

児
か
ら
大
人
の
方
ま
で
大
歓
迎
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

菊
池
本
所

辻　
　
　
　

堤
つ
つ
み　

　

ツ
ギ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

幸ゆ

き

お雄　

82
歳
）

栄　

町　
　

松ま
つ
お
か岡　

榮え

い

た太

（
亡
母　
　
　
　

レ
イ
子こ　

95
歳
）

高
野
瀬　
　

松ま
つ
な
が永　

信の
ぶ
あ
き明

（
亡
父　
　
　
　
　
　

實
み
の
る　

92
歳
）

鍋　

倉　
　

小こ
ば
や
し林　

憲け
ん
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　

逸い

つ

お夫　

89
歳
）

伊　

倉　
　

出で

ぐ

ち口
賢け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
母　
　
　
　

滿ま

す

こ

壽
子　

95
歳
）

玉
祥
寺　
　

緒お

が

た方　

信し

ん

や也

（
亡
母　
　
　
　

ト
メ
子こ　

89
歳
）

下
赤
星　
　

稲い

な

だ田
ミ
キ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

昭あ
き
よ
し美　

78
歳
）

上　

町　
　

中な
か
が
わ川　

賢け
ん
り
ょ
う了

（
亡
母　
　
　
　

キ
ク
エ　

87
歳
）

片　

角　
　

宮み

や

き木　

勝か

つ

お男

（
亡
母　
　
　
　
　

ト
セ　

87
歳
）

下
赤
星　
　

石い
し
ぐ
ち口

キ
ミ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

信し
ん
い
ち一　

84
歳
）

長　

野　
　

村む
ら
き
た北　

利と
し
は
る治

（
亡
妻　
　
　
　

レ
イ
子こ　

82
歳
）

下
出
田　
　

渡わ
た
な
べ邊　

隆た
か
ひ
ろ寛

（
亡
母　
　
　
　

マ
チ
コ　

99
歳
）

日　

向　
　

佐さ

と

う藤　

一い
っ
せ
い誠

（
亡
妻　
　
　
　
　

澄す

み

こ子　

73
歳
）

下　

組　
　

笹さ
さ
は
ら原

ハ
ル
ヨ

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
ひ
ろ弘　

95
歳
）

鳳　

来　
　

木き

む

ら村　

洋よ
う
す
け祐

（
亡
母　
　
　
　

ヒ
ロ
エ　

87
歳
）

横　

町　
　

樋ひ

ぐ

ち口　

昭あ
き
ひ
こ彦

（
亡
子　
　
　
　
　

智と
も
ひ
こ彦　

21
歳
）

小　

木　
　

冨と

み

た田
ト
ミ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

米よ
ね
き
ち𠮷　

89
歳
）

古　

川　
　

後ご

と

う藤　

英え

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

長ち
ょ
う
せ
い生　

66
歳
）

横　

町　
　

佐さ

と

う藤　

義よ
し
ず
み濟

（
亡
妻　
　
　
　

ヒ
サ
子こ　

81
歳
）

上
木
庭　
　

松ま
つ
ば
ら原　

順じ
ゅ
ん
せ
い正

（
亡
母　
　
　
　

タ
メ
ヲ　

89
歳
）

大
琳
寺　
　

松ま
つ
も
と本　

彰あ

き

お夫

（
亡
妻　
　
　
　
　

宏ひ

ろ

こ子　

71
歳
）

七
城
支
所　

加　

恵　
　

山や
ま
し
た下　

英ひ

で

お雄

（
亡
父　
　
　
　
　

久ひ

さ

お雄　

80
歳
）

下
橋
田　
　

豊と

よ

た田　

武た
け
と
し敏

（
亡
母　
　
　
　

ヨ
シ
コ　

93
歳
）

水　

次　
　

西に
し
ぐ
ち口　

敬け
い
す
け祐

（
亡
父　
　
　
　
　

敬け
い
し
ょ
う尚　

82
歳
）

小
野
崎　
　

守も
り
が
み上　

松ま

つ

の乃

（
亡
夫　
　
　
　
　

忠ち
ゅ
う
い
ち一　

89
歳
）

本　

村　
　

田た

し

ろ代　

靖や
す
の
り範

（
亡
父　
　
　
　
　

一か
ず
ゆ
き行　

80
歳
）

旭
志
支
所

姫　

井　
　

水み
ず
か
み上　

百ゆ

り合

（
亡
夫　
　
　
　
　

茂し

げ

お夫　

93
歳
）

妻　

越　
　

森も
り　

　

誠せ

い

じ治　

（
亡
母　
　
　
　

ヒ
サ
コ　

93
歳
）

高　

永　
　

芳よ

し

の野
ミ
ワ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

藤ふ

じ

お男　

80
歳
）

泗
水
支
所

薬　

師　
　

宮み
や
も
と本　

　

勢せ
い

（
亡
夫　
　
　
　
　

親ち
か
は
る晴　

90
歳
）

上
住
吉　
　

工く

ど

う藤　
　

博
ひ
ろ
し

（
亡
父　
　
　
　
　

倭し

ず

お雄　

78
歳
）

永
出
分　
　

坂さ
か
ざ
き嵜
日ひ

で

お

出
夫

（
亡
父　
　
　
　
　

時と
き
ひ
さ久　

89
歳
）

富
出
分　
　

東
ひ
が
し　

　

精せ
い
い
ち一　

（
亡
父　
　
　
　
　

政ま
さ
つ
ぐ二　

94
歳
）

高　

江　
　

宇う

み美　

豊と

よ

こ子

（
亡
母　
　

肥こ

え

だ田
ト
ミ
エ　

96
歳
）

田　

中　
　

栄
さ
か
い　

　

一い
っ
せ
い誠

（
亡
妻　
　
　
　

ミ
ド
リ　

76
歳
）

　

毎
年
様
々
な
物
語
が
生
ま
れ
る
こ

の
「
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭
」
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
選
で
は
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
、
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸

命
な
歌
声
を
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
予　

選

と　

き　

７
月
27
日
（
日
）

•
幼
児
〜
小
学
４
年

　

午
前
９
時
30
分
〜

•
小
学
５
年
〜
中
学
３
年

　

午
後
１
時
〜

○
本　

選

と　

き　

８
月
３
日
（
日
）

　

開
場
午
後
１
時
、

　

開
演
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

主　

催　

菊
池
市
市
民
会
館
・
き
く

ち
童
謡
唱
歌
祭
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
文
化
会
館

　

☎
（
24
）
１
１
０
１

●
子
ど
も
３
Ｂ
体
操

と　

き　

７
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

グ
ル
ー
プ
で
体
を
動
か
し

た
り
、
ベ
ル
タ
ー
を
使
っ
て
運
動
し

た
り
、
周
り
の
人
と
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
し
ま
す
。

※
水
筒
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
の
小
学
生　

●
プ
ー
ド
ル
雅
子
＆
ピ
エ
ロ
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

と　

き　

７
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

H19年
７月15日
生まれ斉

さいとう

藤彩
あや か

夏ちゃん
（１歳 　 九の峰）
父・誉尚さん　母・美香さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
い
つ
も

あ
り
が
と
う
!!
こ
れ
か

ら
も
、よ
ろ
し
く
ね
♥

○旭

H18年
７月18日
生まれ有

うどう

働真
ま み

未ちゃん
（２歳 　 袈裟尾）
父・信次郎さん　母・和美さん

外
遊
び
が
大
好
き
！

元
気
い
っ
ぱ
い
！

○菊

H19年
７月27日
生まれ光

みつなが

永獅
しお ん

音くん
（１歳 　 亘）
父・竜也さん　母・あゆみさん

じ
ぃ
た
ん
、ば
ぁ
た
ん

の
お
う
ち
に
行
く
の

が
、だ
ぁ
〜
い
す
き
♥

○菊

H17年
７月23日
生まれ髙

たかまつ

松詩
し い

音ちゃん
（３歳 　 野間口）
父・誠さん　母・みささん

牛
乳
い
っ
ぱ
い
飲
ん

だ
け
ん
、こ
ん
な
に
大

き
く
な
っ
た
よ
〜
。

○菊

H17年
７月30日
生まれ桟

さしき の  

敷野洸
こう き

生くん
（３歳 　 元村）
父・栄基さん　母・亜紀子さん

七
海
ち
ゃ
ん大

好
き
！！

○七

７
月
の
民
生
児
童
委
員
相
談

　

菊
池
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
で
は
、
民
生
児

童
委
員
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持

つ
人
な
ら
誰
で
も
ど
ん
な
問
題

で
も
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
相
談

日
程
・
場
所

３
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

17
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

24
日
（
木
）
旭
志
公
民
館

８
月
７
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

民
生
児
童
委
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所

　
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

•
七
城
支
所

　
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
公
民
館
）

☎
（
37
）
３
１
１
１

•
泗
水
支
所

　
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し５

月
30
日
（
金
）
現
在

　本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成
21年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもさんの
写真を募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月５日（５日が休日の場

合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池市
役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んでくだ
さい（写真は後日持参でも可）。

７月６日
（日）

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521
たぶち内科循環器科
（循・内・小・神内・呼・心内）菊陽町 096（233）3588

柴田整形外科
（整・リハ・内） 合志市 096（346）5500

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188
ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777

７月13日
（日）

古荘医院（内・小） 菊池市 （25）2046
ふじおか内科
（内・消・循・小） 菊陽町 096（232）7550

光の森脳神経外科内科
（脳外・神内・内・放） 菊陽町 096（232）7711

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211
城歯科医院 合志市 096（248）6464

７月20日
（日）

てらしま小児科（小・内）菊陽町 096（232）5151
福田医院（耳・内・泌） 大津町 096（293）2771
須屋クリニック（外・胃） 合志市 096（344）4833
岸眼科（眼） 菊池市 （38）0075
市川歯科クリニック 菊陽町 096（232）8088

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

７月21日
（祝）

野沢内科医院（内・循・
消・小） 大津町 096（293）8000

中野クリニック（内・消・
循・人） 菊池市 （25）5861

内田整形外科医院（整・
外・内） 合志市 096（242）3333

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳）合志市 096（249）1777

７月27日
（日）

菊池こどもクリニック（小）菊池市 （25）1164
宮本内科医院
（内・胃・循・リハ・放） 大津町 096（293）1700

庄嶋医院（外・胃・肛） 合志市 096（242）3388
菊陽レディースクリニッ
ク（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818

８月３日
（日）

清原医院（内・小・放） 菊池市 （38）2106
古田医院（内・循） 菊池市 （25）2280
山下胃腸科クリニック
（胃・内） 合志市 096（345）0600

いしはら皮ふ科クリニック（皮）大津町 096（293）3003
片山歯科医院 大津町 096（293）0864

第
21
回
き
く
ち

童
謡
唱
歌
祭（
入
場
無
料
）

H19年
７月６日
生まれ青

あおき

木大
ひろ と

門くん
（１歳 　 川下）
父・隆弥さん　母・佳奈さん

優
大
お
兄
ち
ゃ
ん
、

大
河
お
兄
ち
ゃ
ん
、

優
し
く
し
て
ネ
！！

○旭

児
童
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
？（
参
加
費
無
料
）

　今年も森と湖
に親しむ旬間に
併せて開催しま
す。「仮面ライ
ダーキバ」のキャ
ラクターショー
をはじめ「さかなのつかみ取り」・「木工
教室」・「カヌー探検隊」などイベント盛
りだくさん。会場には仮設プール（幼児
から小学生向け）も設置しますので、水
着や着替えを持参して遊びに来てくださ
い !
と　き　７月 26日（土）
　午前 10時～午後４時
　※雨天時は翌日に順延
ところ　竜門ダムエントランス広場、斑
蛇口湖一帯
主　催　斑蛇口湖活性化推進協議会
問い合わせ先（平日のみ）
　商工観光課、維持課

'08竜門ダムフェスタ
in菊池

H18年
７月18日
生まれ古

ふるかわ

川穂
ほの か

華ちゃん
（２歳 　 流川）
父・健太さん　母・博美さん

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

大
好
き
♥

ま
た
遊
ん
で
ね
！

○七

H19年
７月13日
生まれ吉

よしだ

田華
はる な

菜ちゃん
（１歳 　 栄町）
父・秀一さん　母・淳子さん

あ
ん
よ
が
上
手
に
な

っ
た
ら
、お
外
で
い
っ

ぱ
い
遊
び
た
い
な
！

○菊
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集
後
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編
集
後
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５月末の人の動き
（対前月比）

（再生紙使用）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

１ ２ ３ ４ ５
すくすくクラブ
（七夕飾り）
10:30～

６・７カ月児健診
13:30～14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

社会を明るくする
運動菊池市集会
12:30開場／
13:30開会

６ ７ ８ ９ 10 11 12
健康相談
9:30～10:30
（受付）　
献血
9:30～11:30／
12:30～13:30　

弁護士相談
9:00～12:00（要
予約）、行政相談　
10:00～12:00　

社会保険出張相談
所開設　　　
10:00～15:00

３・４カ月児健診
13:30～14:00
（受付）　

第1回菊池市公売
会
9:30～　

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15～13:30
（受付）　

育児教室　
9:30～10:00
（受付）　

３・４カ月児健診
13:10～13:30
（受付）　

13 14 15 16 17 18 19
育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

プールあそび
（菊之池保育園へ
行こう）
10:00 ～　

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

２歳６カ月児歯科
健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

男女共同参画専門
委員相談　　　　　
13:30 ～ 16:30　

菊池市子ども会
ソフトボール・
ビーチボール
バレー大会
8:30 ～
泗水グラウンド他

20 21 22 23 24 25 26
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

子ども３Ｂ体操
（小学生）
10:30 ～　

プードル雅子＆
ピエロのマジック
ショー
10:00 ～　

３歳児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

弁護士相談
9:00 ～ 12:00
（要予約）

１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

‘08竜門ダム
フェスタ in 菊池
10:00 ～ 16:00
竜門ダムエントラ
ンス広場、斑蛇口
湖一帯

27 28 29 30 31 ８/１ ８/２
菊池市支部消防操
法大会　　　　8:00 ～
総合体育館駐車場

第 21回きくち童
謡唱歌祭（予選）
幼児～小学４年　9:30
～／小学５年～中学３
年　13:00 ～　

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

太鼓と芝居の
たまっ子座
10:00 ～　菊之池
小学校体育館

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

菊池市童話発表会
13:30 ～　

８/３ ８/４ ８/５ ８/６ ８/７ ８/８ ８/９
第 21 回きくち童
謡唱歌祭（本選）
13:00 開場／
13:30 開演　

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

菊池夏まつり
17:10 ～ 21:00　
菊池市民広場一帯

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室
菊池公園多目的グラウンド

七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
七城総合グラウンド
旭志総合支所
旭志多目的研修センター

旭志老人憩の家
旭志公民館
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール
泗水地域福祉センター

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所

七  公

菊多G

菊文館

健相室

七　公

児童セ

児童セ

７
月
７
日
は
七
夕
。
泗
水
幼
稚

園
に
七
夕
の
飾
り
付
け
を
取
材
に

行
っ
た
。
ひ
と
り
１
枚
の
短
冊
を

大
切
そ
う
に
握
り
締
め
、
先
生
の

合
図
で
笹
に
付
け
る
園
児
た
ち
。

「
え
ほ
ん
が
た
く
さ
ん
ほ
し
い
」

や
「
か
め
ん
ラ
イ
ダ
ー
に
な
り
た

い
」な
ど
か
わ
い
い
も
の
ば
か
り
。

七
夕
に
降
る
雨
を
「
洒さ
い
る
い
う

涙
雨
」

と
言
い
、
会
え
な
か
っ
た
彦
星
と

織
姫
が
流
し
た
涙
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
２
人
が
無
事
に
会
え
る

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
願
い
が

か
な
う
よ
う
に
、
七
夕
の
夜
は
晴

れ
て
ほ
し
い
。

西部セ

七多セ

７月の行事予定

旭支所

西部セ

泗　公

旭  公

七総G

菊中公

旭  公

旭  公

泗福セ

菊文館

七多セ

菊文館

泗　公

菊文館

西部セ

七多セ

菊中公

泗支所

泗　公

泗福セ 菊文館

旭多セ

七　公 西部セ 西部セ

菊文館

菊中公

西部セ泗　公旭  公

菊文館

泗支所


